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三
九

一
、
は
じ
め
に

　

清
初
の
全
真
教
道
士
王
常
月
は
、
出
家
道
士
た
ち
の
た
め
の
新
た
な
授
戒
法

を
確
立
し
た
と
さ
れ
る
。
そ
れ
は
、
初
真
戒
・
中
極
戒
・
天
仙
戒
の
三
壇
か
ら

成
る
戒
律
体
系
で
あ
る
が
、
一
次
資
料
の
残
存
情
況
が
悪
く
、
現
在
知
り
得
る

限
り
で
は
三
種
の
う
ち
初
真
戒
に
関
し
て
の
み
そ
の
戒
の
内
容
を
辛
う
じ
て
知

る
こ
と
が
で
き
る
に
過
ぎ
な
い
。
筆
者
は
か
つ
て
拙
論
「「
初
真
十
戒
」
系
譜

考
│
王
常
月
「
初
真
十
戒
」
前
史
（
Ⅰ
）
1
（

）」
に
お
い
て
、
道
教
の
戒
律
の
伝
統

の
中
に
出
家
戒
で
あ
る
初
真
戒
の
発
展
を
跡
づ
け
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
こ
と

を
指
摘
し
た
。
王
常
月
は
そ
の
戒
法
を
無
か
ら
創
出
し
た
わ
け
で
は
な
く
、
少

な
く
と
も
そ
の
初
真
十
戒
に
つ
い
て
い
え
ば
、
明
朝
に
行
わ
れ
て
い
た
道
教
の

出
家
伝
戒
の
伝
統
を
継
承
し
た
一
面
の
あ
る
こ
と
が
指
摘
で
き
る
の
で
あ
る
。

し
た
が
っ
て
、
王
常
月
の
戒
法
は
全
真
教
と
の
関
係
の
み
に
限
定
し
て
と
ら
え

る
べ
き
で
は
な
く
、
む
し
ろ
道
教
界
全
体
に
対
す
る
出
家
伝
戒
の
制
度
と
の
関

係
で
と
ら
え
る
必
要
の
あ
る
対
象
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。

　

さ
て
、
出
家
戒
の
伝
統
を
考
え
る
と
き
、
授
与
さ
れ
る
戒
律
そ
の
も
の
の
来

歴
の
ほ
か
に
、
出
家
戒
を
伝
授
す
る
伝
戒
儀
の
伝
統
に
つ
い
て
も
考
え
る
必
要

が
あ
る
。
道
教
の
出
家
戒
に
は
複
数
種
の
十
戒
が
登
場
し
て
錯
綜
し
た
様
相
を

呈
す
る
が
、
十
戒
そ
の
も
の
に
つ
い
て
は
吉
岡
義
豊
氏
、
楠
山
春
樹
氏
等
が
こ

れ
ま
で
詳
細
に
論
じ
て
こ
ら
れ
た
経
緯
が
あ
る
）
2
（

。
両
氏
は
特
に
敦
煌
遺
書
で
あ

る
『
十
戒
経
』
と
の
関
係
で
伝
戒
儀
に
関
し
て
も
重
要
な
言
及
を
残
し
て
お
ら

れ
る
が
）
3
（

、
し
か
し
、
十
戒
そ
の
も
の
に
比
し
て
道
教
伝
戒
儀
の
研
究
は
ま
だ
手

薄
で
あ
る
と
い
わ
ざ
る
を
得
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
小
論
で
こ
れ
か
ら
検
討

す
る
の
は
、
後
者
、
す
な
わ
ち
道
教
に
お
け
る
出
家
伝
戒
儀
の
変
遷
に
つ
い
て

で
あ
る
。
以
下
で
は
、『
道
蔵
』
と
蔵
外
の
文
献
か
ら
、
六
朝
末
・
南
宋
・
明

朝
期
の
道
教
の
出
家
伝
戒
儀
を
取
り
出
し
て
検
討
す
る
。
そ
の
結
果
と
し
て
浮

か
び
上
が
っ
て
く
る
の
は
、
道
教
の
出
家
伝
戒
行
事
は
、
そ
の
形
式
に
お
い
て

は
比
較
的
安
定
し
た
様
相
を
呈
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
、
そ
の
一
方
で
、
出
家

時
に
授
与
さ
れ
る
十
戒
の
内
容
に
は
か
な
り
の
変
動
が
あ
る
と
い
う
二
面
的
な

道
教
の
出
家
伝
戒
儀
に
つ
い
て
の
一
考
察
（
金
明
七
真
、
賈
善
翔
、
周
思
得
を
中
心
に
）

│
│ 

王
常
月
「
初
真
十
戒
」
前
史
（
Ⅱ
） │
│

森　
　

由
利
亜



四
〇

事
実
で
あ
る
。
た
だ
、
紙
幅
の
都
合
か
ら
、
小
論
で
は
も
っ
ぱ
ら
道
教
の
出
家

伝
戒
儀
の
共
通
項
に
つ
い
て
扱
う
。

　

道
教
関
連
資
料
の
中
に
は
道
士
の
出
家
に
際
し
て
十
戒
を
伝
度
す
る
出
家
伝

戒
儀
が
複
数
見
出
さ
れ
る
。
儀
式
の
構
成
と
内
容
を
お
ぼ
ろ
げ
な
が
ら
で
も
窺

う
に
足
る
も
の
と
し
て
は
、
次
の
三
種
の
出
家
伝
戒
儀
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き

る
で
あ
ろ
う
。

（
一
） 

梁
武
帝
（
在
位
五
〇
二
│
五
四
九
年
）
末
年
頃
・
金
明
七
眞
『
三
洞

奉
道
科
誡
儀
範
』
巻
第
五
、
度
人
儀
品
第
八
（
以
下
「
度
人
儀
」
と

略
称
）、
大
淵
忍
爾
『
敦
煌
道
教
・
図
録
編
』
福
武
書
店
、
一
九
七

九
年
、
二
三
九
頁
﹇
ペ
リ
オ
二
三
三
七
、
五
八
四
行
│
六
四
二
行
﹈

（
二
） 

北
宋
末
・
賈
善
翔
（
一
〇
八
六
年
頃
）『
太
上
出
家
伝
度
儀
』﹇
Ｓ
Ｎ

一
二
三
六
﹈

（
三
） 

明
・
周
思
得
（
一
三
五
九
│
一
四
五
一
年
）『
上
清
霊
宝
済
度
大
成

金
書
』
巻
十
九
「
披
戴
儀
」﹇『
蔵
外
道
書
』
第
一
六
冊
・
第
一
七
冊

所
收
﹈

以
下
、
こ
れ
ら
の
出
家
伝
戒
儀
の
構
成
を
描
き
出
し
、
そ
の
共
通
点
を
抽
出
し

た
い
。
結
果
的
に
は
、
道
教
に
お
い
て
は
出
家
伝
戒
儀
自
体
は
比
較
的
安
定
し

た
形
を
保
っ
て
歴
史
の
中
に
持
続
的
に
存
在
し
て
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
出

家
儀
礼
の
中
核
に
あ
る
十
戒
そ
の
も
の
は
一
定
し
な
い
と
い
う
実
情
が
浮
き
彫

り
に
な
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

二
、『
三
洞
奉
道
科
誡
儀
範
』「
度
人
儀
」
の
構
成

　
『
三
洞
奉
道
科
誡
儀
範
』（
以
下
『
科
誡
儀
範
』
と
略
称
）
卷
五
所
收
「
度
人

儀
」
に
は
、
初
出
家
者
の
た
め
の
伝
戒
儀
礼
が
ご
く
簡
略
な
形
で
載
せ
ら
れ
て

い
る
。
な
お
、
こ
こ
で
い
う
「
度
人
」
と
は
、
死
者
や
生
者
を
救
拔
す
る
意
味

で
は
な
く
、
現
実
に
そ
こ
に
い
る
人
を
得
度
さ
せ
て
出
家
さ
せ
る
こ
と
を
指
す
。

例
え
ば
、『
科
誡
儀
範
』
の
異
本
、道
蔵
所
収
『
洞
玄
霊
宝
三
洞
奉
道
科
戒
営
始
』

﹇
Ｓ
Ｎ
一
一
二
五
﹈「
度
人
品
」
に
は
、「
度
人
之
相
凡
有
十
二
種
」
と
し
て
、「
度

人
の
相
」
を
十
二
種
挙
げ
た
上
で
「
擇
此
十
二
、
度
使
出
家
」
と
表
現
し
、
度

す
る
こ
と
が
す
な
わ
ち
出
家
さ
せ
る
意
に
他
な
ら
な
い
こ
と
を
明
確
に
し
て
い

る
。
こ
れ
は
「
度
人
儀
」
に
お
け
る
「
度
人
」
も
同
樣
で
あ
る
。
後
に
見
る
と

お
り
、「
度
人
儀
」
に
お
い
て
は
、
儀
禮
の
開
始
に
先
だ
っ
て
、
新
た
に
得
度

を
受
け
る
者
が
、
父
母
・
祖
先
・
天
子
に
対
し
、
今
後
は
ふ
た
た
び
彼
ら
を
拜

さ
な
い
こ
と
を
表
す
い
と
ま
ご
い
の
礼
拜
を
行
う
。
こ
れ
は
受
度
者
が
家
と
国

と
を
去
る
こ
と
を
言
う
も
の
で
あ
り
、
明
ら
か
に
出
家
の
儀
礼
と
い
え
る
。
そ

の
後
の
文
中
に
お
い
て
こ
の
新
得
度
者
は
「
新
度
人
」
と
呼
ば
れ
る
。
こ
の
こ

と
か
ら
、「
度
人
儀
」
の
「
度
人
」
も
出
家
志
願
者
を
得
度
さ
せ
る
意
で
あ
る

こ
と
は
明
か
で
あ
る
。
な
お
、
小
論
で
は
、
あ
ら
た
に
出
家
し
て
得
度
す
る
弟

子
た
ち
の
こ
と
を
等
し
く
出
家
志
願
者
と
呼
ぶ
こ
と
と
す
る
。

　

ま
ず
「
度
人
儀
」
の
内
容
を
一
瞥
し
た
い
。
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四
一

（
１
）
辞
謝
父
母
・
祖
先
・
天
子

　

度
人
儀
は
次
の
よ
う
な
記
述
か
ら
始
ま
る
。

齋
時
未
至
、
應
度
人
列
階
下
、
西
面
辭
父
母
、
謝
九
玄
、
合
十
二
拜
。
次

北
面
拜
天
子
四
拜
。
所
以
者
冠
帶
天
尊
法
服
、
更
不
復
拜
父
母
國
君
故
也
。

於
此
、
入
道
之
際
、
須
辭
謝
耳
。（
ペ
リ
オ
二
三
三
七
、
五
八
五
行
│
五

八
六
行
）

こ
こ
で
は
、
斎
に
先
だ
っ
て
、「
應
度
人
」
す
な
わ
ち
出
家
志
願
者
が
階
段
の

下
に
並
ん
で
、
父
母
、
九
世
の
祖
先
、
お
よ
び
天
子
に
対
し
て
、
今
後
は
ふ
た

た
び
彼
ら
を
拝
さ
な
い
こ
と
を
表
す
た
め
の
礼
拝
を
行
う
。
こ
の
一
節
に
よ
っ

て
こ
の
「
度
人
儀
」
が
出
家
志
願
者
の
た
め
に
設
け
ら
れ
た
儀
礼
で
あ
る
こ
と

は
明
ら
か
で
あ
る
。
ま
た
、
単
に
父
母
国
君
の
も
と
を
辞
去
す
る
だ
け
で
な
く
、

明
確
に
出
家
後
に
お
け
る
父
母
国
君
へ
の
不
拝
が
示
さ
れ
て
い
る
点
が
注
意
さ

れ
る
。

　

こ
こ
で
「
階
下
」
と
あ
る
の
は
、
儀
礼
の
行
わ
れ
る
建
物
の
階
段
を
示
す
も

の
と
考
え
ら
れ
る
が
、
そ
も
そ
も
こ
の
儀
礼
は
い
か
な
る
場
所
で
行
わ
れ
る
の

で
あ
ろ
う
か
。『
科
誡
儀
範
』
に
次
の
よ
う
に
述
べ
る
の
が
注
意
さ
れ
る
。

科
曰
、
凡
道
士
女
官
入
道
、
即
須
受
持
經
誡
符
籙
、
須
別
作
受
道
院
、
造

壇
及
對
齋
堂
靜
室
、
縁〔
法
）
4
（

〕所
須
皆
備
此
院
。（
ス
タ
イ
ン
三
八
六
三
、

一
六
行
│
一
八
行
、
大
淵
二
一
九
頁
上
）

道
士
・
女
官
（『
科
戒
営
始
』
で
は
「
女
冠
」）
の
入
道
に
あ
た
っ
て
は
、
経
・

戒
・
符
・
籙
を
受
持
し
な
く
て
は
な
ら
ず
、
ま
た
独
立
に
受
道
院
な
る
院
を
建

て
、
そ
こ
に
壇
・
対
斎
堂
・
静
室
を
設
け
る
べ
き
こ
と
、
そ
し
て
法
で
定
め
ら

れ
た
必
要
品
は
す
べ
て
こ
の
院
に
完
備
さ
せ
る
べ
き
こ
と
が
い
わ
れ
て
い
る
。

こ
の
文
の
繋
が
り
か
ら
す
る
と
、
受
道
院
は
、
道
士
・
女
官
が
入
道
に
際
し
て

経
・
戒
・
符
・
籙
を
受
け
る
、
受
道
の
儀
礼
を
行
う
場
で
あ
る
と
考
え
て
よ
い

で
あ
ろ
う
。
後
に
確
認
す
る
よ
う
に
、「
度
人
儀
」
は
ま
さ
し
く
道
士
た
ち
が

入
道
す
る
際
に
戒
を
受
け
る
こ
と
を
述
べ
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
儀
礼
は

お
そ
ら
く
こ
の
受
道
院
な
る
建
物
で
行
わ
れ
る
も
の
と
想
定
さ
れ
て
い
る
と
見

て
よ
い
で
あ
ろ
う
）
5
（

。
父
母
・
九
祖
・
天
子
を
辞
謝
す
る
儀
は
、
受
道
院
の
階
段

の
下
で
行
わ
れ
る
も
の
と
見
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

（
２
）
三
帰
依

　

以
上
が
終
わ
る
と
、
出
家
志
願
者
た
ち
は
北
に
向
か
っ
て
三
帰
（
依
）
を
行

う
。

既
訖
、
合
掌
端
身
、
北
向
三
歸
三
寶
三
禮
、
至
心
歸
身
太
上
无
極
大
道
、

至
心
歸
神
三
十
六
部
尊
經
、至
心
歸
命
玄
中
大
法
師
。（
ペ
リ
オ
二
三
三
七
、

五
八
八
行
│
五
九
二
行
）

太
上
无
極
大
道
・
三
十
六
部
尊
経
・
玄
中
大
法
師
、
す
な
わ
ち
道
教
の
三
宝
で

あ
る
道
・
経
・
師
へ
の
帰
依
が
行
わ
れ
て
お
り
、
道
教
の
典
型
的
な
三
帰
依
と

い
え
る
。

（
３
）
易
服

　

三
帰
依
が
終
わ
る
と
、
法
衣
と
冠
を
授
か
る
儀
に
進
む
。
こ
の
儀
礼
は
、『
太

上
出
家
伝
度
儀
』
で
は
「
具
冠
裳
」、
周
氏
『
大
成
金
書
』「
披
戴
儀
」
で
は
「
披

戴
」
と
称
す
る
が
、
後
に
比
較
す
る
際
の
便
宜
か
ら
「
易
服
」
と
呼
ん
で
お
く
。

俗
服
を
改
め
て
法
衣
を
着
け
る
礼
と
い
う
意
で
あ
る
。



四
二

廻
面
向
西
、
禮
監
度
三
師
、
各
三
拜
。
訖
便
長
跪
従
下
。
師
爲
着
法
裙
、

次
師
爲
着
法
衫
、
次
師
爲
着
法
帔
、
監
度
長
官
爲
加
法
冠
。
畢
退
、
禮
三

師
三
拝
。（
同
上
、
五
九
三
行
│
五
九
五
行
）

こ
の
く
だ
り
は
『
科
戒
営
始
』
と
の
間
で
顕
著
な
文
字
の
異
同
が
あ
る
。『
科

戒
営
始
』
の
対
応
す
る
箇
所
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

廻
面
西
、
禮
監
度
三
師
各
三
拜
。
訖
便
長
跪
。
先
保
擧
師
爲
著
法
裙
、
次

監
度
師
爲
著
雲
袖
、
次
度
師
爲
著
法
帔
、
然
後
便
爲
戴
法
冠
。
畢
退
、
禮

三
師
三
拜
。（『
科
戒
営
始
』
10
ａ
）

両
者
を
比
較
す
る
と
、『
科
誡
儀
範
』
で
は
監
度
三
師
の
三
者
の
職
名
は
明
ら

か
に
さ
れ
て
い
な
い
の
に
対
し
、『
科
戒
営
始
』
で
は
そ
れ
が
「
保
挙
師
」「
監

度
師
」「
度
師
」
の
三
師
で
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、『
科

誡
儀
範
』
で
は
法
冠
を
加
え
る
の
は
「
監
度
長
官
」
と
さ
れ
る
が
、『
科
戒
営
始
』

で
は
そ
の
主
体
を
説
か
な
い
。
こ
の
「
監
度
長
官
」
と
は
、
唐
初
、
七
世
紀
後

半
に
成
立
し
た
と
考
え
ら
れ
る
『
千
真
科
』
第
六
七
条
（
後
述
）
に
登
場
す
る

「
監
度
官
長
」
と
同
じ
も
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
そ
こ
で

は
道
士
の
出
家
伝
度
儀
礼
に
際
し
て
「
州
縣
官
長
」
が
臨
席
し
て
、
出
家
者
が

正
当
に
得
度
し
て
い
る
こ
と
を
監
督
す
る
こ
と
が
い
わ
れ
、
そ
れ
が
「
監
度
官

長
」
と
も
言
わ
れ
て
い
る
と
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
三
師
の
個

別
名
称
に
及
ぶ
か
否
か
、「
監
度
長
官
」
を
設
け
る
か
否
か
で
両
本
に
は
違
い

が
あ
る
が
、
い
ま
は
、
両
本
と
も
監
度
の
三
師
が
そ
れ
ぞ
れ
個
別
に
出
家
志
願

者
に
対
し
て
衣
冠
等
の
装
束
を
与
え
る
こ
と
を
述
べ
て
い
る
点
を
重
視
し
た
い
。

さ
ら
に
、
三
師
が
三
種
の
衣
（
①
法
裙
・
②
法
衫
（『
科
戒
營
始
』
で
は
雲
袖
）・

③
法
帔
）
を
着
せ
、
そ
の
後
、
法
冠
を
載
す
る
と
い
う
易
服
の
次
第
に
つ
い
て

も
あ
わ
せ
て
確
認
し
て
お
き
た
い
。

（
４
）
智
慧
頌
・
礼
十
方
天
尊

　

智
慧
頌
は
三
首
か
ら
な
る
頌
で
あ
り
、『
洞
玄
霊
宝
斎
説
光
燭
戒
罰
灯
祝
願

儀
』﹇
Ｓ
Ｎ
五
二
四
﹈
所
收
「
授
上
品
十
戒
・
選
署
・
禁
罰
」
の
中
に
信
徒
に
「
智

慧
上
品
十
戒
」
を
授
け
る
前
に
と
な
え
る
も
の
と
し
て
見
え
る
。「
授
上
品
十

戒
・
選
署
・
禁
罰
」
は
、
そ
の
注
に
「
悉
准
按
採
用
陸
法
師
所
撰
立
文
、
先
宿

啓
、
畢
次
授
上
品
十
戒
。
一
時
東
向
平
立
」（
７
ｂ
）
と
あ
る
も
の
で
、
陸
修

静
の
文
に
よ
っ
た
と
さ
れ
る
。
お
そ
ら
く
陸
修
静
の
斎
法
に
由
來
す
る
頌
か
と

思
わ
れ
る
。
た
だ
し
、「
度
人
儀
」
で
は
、
こ
の
頌
の
後
に
授
け
ら
れ
る
の
は
、

所
謂
天
尊
十
戒
で
あ
り
、
智
慧
上
品
十
戒
で
は
な
い
。

　

頌
の
本
文
を
示
し
た
あ
と
、「
度
人
儀
」
で
は
こ
の
頌
が
次
の
よ
う
な
礼
拝

を
伴
う
も
の
で
あ
る
こ
と
を
述
べ
る
。

毎
至
首
終
、
齊
唱
善
禮
一
拜
。
總
訖
、
廻
身
禮
十
方
、
從
北
始
。（
六
〇

六
行
│
六
〇
七
行
）

三
首
の
終
わ
り
に
至
る
と
、
そ
こ
で
一
斎
に
「
善
」
と
唱
え
て
礼
拝
を
行
う
。

三
首
全
て
に
つ
い
て
そ
れ
が
終
わ
る
と
、
今
度
は
十
方
に
向
か
っ
て
礼
拝
を
行

う
。
北
か
ら
始
め
て
、
十
方
の
「
无
極
太
上
霊
宝
天
尊
」
に
向
か
っ
て
礼
拝
す

る
の
で
あ
る
。

（
５
）
説
十
誡

　

次
に
、
度
師
が
十
戒
を
説
く
。
こ
こ
で
説
く
十
戒
は
所
謂
「
天
尊
説
十
戒
」

で
あ
る
。
こ
の
後
述
べ
る
よ
う
に
、
三
種
あ
る
道
教
の
出
家
伝
戒
儀
で
は
、
出
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三

家
志
願
者
に
授
与
す
る
十
戒
が
三
者
三
様
で
全
く
統
一
を
欠
い
て
い
る
。
そ
の

こ
と
を
考
察
す
る
た
め
に
、
各
戒
の
成
立
に
関
し
て
個
別
に
検
討
す
る
必
要
が

あ
る
が
、
そ
れ
に
つ
い
て
は
別
論
を
設
け
た
い
。

（
６
）
誦
奉
誡
頌

　
「
奉
誡
頌
」
を
唱
え
る
。「
道
爲
无
心
宗
、
一
切
作
福
田
」
で
始
ま
る
同
頌
は
、

『
太
上
洞
玄
霊
宝
授
度
儀
』
に
も
載
せ
ら
れ
る
。
頌
を
載
せ
て
「
度
人
儀
」
は

終
わ
る
。
実
際
は
、
儀
礼
を
終
え
る
た
め
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
ま
だ
い
く
つ
か
続

く
か
と
思
わ
れ
る
が
、「
度
人
儀
」
は
も
と
よ
り
省
略
的
な
文
献
で
あ
り
、
最

小
限
の
項
目
を
記
す
に
止
ま
る
の
で
あ
ろ
う
。

　

以
上
、『
科
誡
儀
範
』
所
収
「
度
人
儀
」
の
構
成
を
示
し
た
。
簡
略
に
ま
と

め
る
と
、「
度
人
儀
」
は
、
新
た
に
出
家
し
よ
う
と
い
う
志
の
あ
る
者
に
対
し
て
、

父
母
・
祖
先
・
天
子
に
辞
去
の
礼
を
行
い
、
三
宝
に
帰
依
し
た
う
え
で
、
俗
服

を
去
っ
て
道
服
・
道
冠
等
一
式
を
授
け
、
さ
ら
に
十
戒
を
授
け
る
こ
と
を
中
心

に
構
成
さ
れ
て
い
る
と
い
え
る
。

三
、『
太
上
出
家
伝
度
儀
』
の
構
成

　

次
に
『
太
上
出
家
伝
度
儀
』﹇
Ｓ
Ｎ
一
二
三
六
﹈
の
内
容
を
簡
略
に
示
す
。『
太

上
出
家
伝
度
儀
』
は
賈
善
翔
に
よ
り
北
宋
末
に
編
ま
れ
た
出
家
の
た
め
の
伝
度

儀
礼
書
で
あ
る
。
賈
善
翔
（
字
鴻
挙
、
蓬
州
﹇
四
川
省
﹈
の
人
）
は
『
猶
龍
伝
』

や
『
高
道
伝
』
の
編
者
と
し
て
知
ら
れ
る
道
士
で
あ
り
、
趙
道
一
『
歴
世
真
仙

体
道
通
鑑
』
巻
五
十
一
に
伝
が
あ
る
。
又
、
紹
聖
五
年
（
一
〇
九
八
）
に
亳
州

太
清
宮
で
金
籙
道
場
を
挙
行
し
た
こ
と
が
謝
守
灝
『
混
元
聖
紀
』
卷
九
（
43
ｂ
）

に
記
さ
れ
る
。

（
１
）
祝
香

　

最
初
に
、
弟
子
す
な
わ
ち
出
家
志
願
者
た
ち
は
大
道
の
前
へ
と
導
か
れ
、
三

拝
上
香
す
る
。
次
に
度
師
が
祝
香
す
る
。
す
な
わ
ち
度
師
は
、
焚
香
し
て
三
清

上
聖
以
下
一
切
威
霊
に
至
る
諸
神
を
供
養
す
る
こ
と
を
述
べ
て
、
今
日
、
某
人

の
弟
子
某
人
が
、
国
恩
を
蒙
っ
て
道
士
と
な
る
べ
く
、
壇
場
を
設
け
て
簡
冠
を

身
に
つ
け
る
儀
を
行
う
の
で
、
焚
香
行
道
し
て
真
聖
に
報
い
た
い
旨
を
言
い
、

更
に
三
清
以
下
の
神
々
の
証
盟
を
得
て
、
無
極
大
道
に
帰
依
す
る
こ
と
を
述
べ

る
。（

２
）
度
師
に
よ
る
出
家
因
縁
の
説
法

　

次
に
度
師
が
三
師
の
前
に
案
座
（
卓
と
椅
子
）
を
設
け
る
。
こ
の
三
師
と
は

度
師
一
人
と
保
挙
師
二
人
か
ら
成
る
証
明
の
三
師
の
よ
う
で
あ
る
。
そ
の
ま
ま

弟
子
た
ち
は
華
夏
讚
に
よ
っ
て
先
導
さ
れ
、
度
師
を
三
拝
す
る
。
度
師
は
、『
真

一
本
際
妙
経
』
の
一
節
を
引
き
な
が
ら
、
出
家
に
は
父
母
の
恩
愛
を
は
じ
め
と

す
る
恩
愛
関
係
か
ら
脱
す
る
出
家
（「
出
恩
愛
之
家
」）
と
、
出
家
後
さ
ら
に
努

力
を
積
ん
で
最
後
に
三
界
を
離
れ
る
も
の
（「
出
諸
有
之
家
」）
と
が
あ
る
こ
と

や
、
諸
有
の
家
を
出
離
す
る
た
め
に
は
三
洞
経
の
み
が
正
経
で
あ
る
こ
と
等
を

説
く
。
さ
ら
に
、
人
身
は
得
難
く
、
出
家
の
良
縁
を
得
る
こ
と
の
稀
有
で
あ
る

こ
と
を
説
い
て
、
出
家
志
願
者
た
ち
に
対
し
て
疑
惑
を
生
じ
な
い
よ
う
戒
め
る
。

（
３
）
謝
四
恩

　

度
師
は
さ
ら
に
「
今
、
宜
先
禮
帝
主
、
次
別
慈
親
」（
４
ｂ
）、「
今
、
於
庭



四
四

下
拜
辭
、
以
俟
披
度
」（
４
ｂ
）
と
述
べ
て
、
出
家
志
願
者
た
ち
が
出
家
入
道

に
際
し
て
帝
王
や
親
に
対
し
て
辞
去
の
礼
を
行
い
、
披
度
す
な
わ
ち
披
服
戴
冠

し
て
得
度
さ
れ
る
の
に
備
え
る
べ
き
こ
と
を
い
う
。
か
く
て
、
帝
王
、
先
祖
、

父
母
、
親
知
朋
友
に
対
し
て
そ
の
恩
を
謝
し
て
辞
去
す
る
礼
が
行
わ
れ
る
。
こ

の
辞
去
の
対
象
と
な
る
四
者
か
ら
得
た
恩
に
つ
い
て
、
賈
善
翔
は
後
文
で
「
汝

既
自
陳
道
心
堅
固
、
當
報
四
恩
」（
６
ｂ
）
と
述
べ
、
こ
れ
を
「
四
恩
」
と
い

う
語
で
表
現
し
て
い
る
。

　

四
恩
に
謝
す
る
儀
に
関
し
て
は
、
対
象
に
よ
っ
て
拝
不
拝
の
程
度
が
若
干
異

な
る
よ
う
な
の
で
そ
の
点
を
以
下
に
確
認
し
て
お
き
た
い
。
ま
ず
、
帝
王
に
対

し
て
は
、「
永
參
玉
帝
、
上
謝
人
君
、
便
長
遂
於
逍
遙
、
更
不
須
於
趨
折
」（
５

ａ
）
と
述
べ
る
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
今
後
は
玉
帝
の
も
と
に
参
詣
し
、
も
は
や

人
君
に
は
仕
え
な
い
。
そ
こ
で
長
ら
く
天
下
を
逍
遥
し
て
、
今
後
は
趨
折
、
す

な
わ
ち
礼
拝
は
行
わ
な
い
旨
が
記
さ
れ
て
い
る
。
世
俗
の
帝
王
に
は
礼
拝
し
な

い
こ
と
が
比
較
的
明
確
に
表
明
さ
れ
て
い
る
と
い
え
よ
う
）
6
（

。

　

祖
先
に
対
し
て
は
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。

汝
由
先
祖
積
慶
福
及
後
昆
、
故
捨
繁
華
之
縁
、
來
持
清
淨
之
教
。
惟
憑
焚

誦
、以
致
薦
修
。毎
逢
奠
祭
之
時
、輙
修
拜
跪
之
禮
、宜
望
先
隴
四
拜
。（
５

ａ
）

こ
れ
に
よ
れ
ば
、
祖
先
の
積
ん
だ
福
徳
が
子
孫
に
及
ん
だ
か
ら
こ
そ
出
家
が
可

能
と
な
る
。
そ
の
祖
先
の
恩
に
感
謝
し
て
、
焚
香
誦
経
に
よ
っ
て
追
善
供
養
を

修
め
、
葬
礼
に
逢
う
た
び
に
跪
拝
の
礼
を
行
っ
て
、
先
隴
す
な
わ
ち
先
祖
の
墓

の
方
角
を
望
ん
で
四
拝
す
べ
き
こ
と
が
言
わ
れ
て
い
る
）
7
（

。
具
体
的
状
況
は
必
ず

し
も
明
ら
か
で
な
い
が
、
祖
先
に
対
し
て
は
出
家
後
で
あ
っ
て
も
然
る
べ
き
機

会
に
拝
礼
を
行
う
べ
き
こ
と
が
言
わ
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
家
の
一
員
と
し

て
の
儀
礼
を
行
う
こ
と
は
も
は
や
叶
わ
な
い
が
、
精
神
的
に
は
父
祖
を
敬
い
続

け
る
べ
き
こ
と
が
説
か
れ
て
い
る
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。

　

次
に
「
父
母
を
辭
す
」
べ
き
こ
と
、
す
な
わ
ち
辞
親
が
言
わ
れ
る
。

汝
自
違
甘
旨
、
來
入
法
門
。
雖
辜
罔
極
之
深
恩
、
蓋
慕
無
爲
之
妙
道
、
庶

持
經
法
、
以
報
劬
勞
。
由
此
拜
辭
、
有
違
定
省
。
宜
辭
父
母
・
伯
叔
・
兄

長
、
各
四
拜
。（
５
ｂ
）

出
家
す
る
こ
と
が
ひ
い
て
は
親
の
養
育
に
対
す
る
謝
恩
と
な
る
と
い
う
論
理
が

持
ち
出
さ
れ
る
こ
と
で
、
家
の
利
害
と
出
家
と
を
融
和
さ
せ
よ
う
と
す
る
態
度

が
示
さ
れ
る
。
し
か
し
、
そ
の
反
面
で
、「
罔
極
の
深
恩
に
辜
く
」、「
定
省
に

違
う
有
り
」
と
い
っ
た
表
現
を
用
い
る
こ
と
で
、
出
家
が
親
へ
の
孝
養
を
放
棄

す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
端
的
に
表
明
し
て
お
り
、
全
体
と
し
て
は
家
の
論
理

と
出
家
の
論
理
の
衝
突
を
率
直
に
表
明
し
て
い
る
と
言
い
得
る
で
あ
ろ
う
。

　

最
後
に
「
親
知
朋
友
」
を
辞
す
べ
き
こ
と
が
い
わ
れ
る
。

汝
久
侍
巾
瓶
、
致
疏
交
友
、
息
芳
春
之
駘
蕩
、
樂
清
境
之
追
遊
。
今
披
羽

衣
、
不
復
俗
禮
。
宜
辭
親
知
朋
友
四
拜
。（
５
ｂ
）

巾
は
ふ
き
ん
。
瓶
は
浄
水
を
携
帯
す
る
為
の
か
め
。
こ
れ
ら
を
用
い
て
師
の
身

辺
を
世
話
す
る
こ
と
を
言
う
。
す
で
に
久
し
く
巾
瓶
の
労
に
服
し
て
道
士
に
つ

か
え
、
俗
友
と
も
交
わ
る
こ
と
の
な
い
生
活
が
続
い
て
い
る
が
、
今
般
披
度
さ

れ
る
こ
と
を
き
っ
か
け
に
正
式
に
俗
世
の
交
友
を
断
ち
、
今
後
は
俗
礼
を
行
わ

な
い
こ
と
が
明
言
さ
れ
て
い
る
。
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四
五

　

以
上
の
よ
う
に
見
て
み
る
と
、
表
現
に
多
少
の
程
度
差
は
あ
れ
、
皇
帝
・
祖

先
・
親
・
友
人
の
い
ず
れ
に
対
し
て
も
、
出
家
後
は
も
は
や
日
常
的
な
礼
は
行

わ
な
い
こ
と
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
出
家
に
際
し
て
、
家
や
世

俗
の
人
間
関
係
を
断
ち
切
る
べ
く
最
後
の
別
れ
を
告
げ
る
わ
け
で
あ
る
。

（
４
）
三
帰
依

　

謝
四
恩
が
終
わ
る
と
、
出
家
志
願
者
た
ち
は
華
夏
讚
に
率
い
ら
れ
て
三
師
の

前
に
至
る
。
知
磬
が
三
師
に
法
事
を
行
う
こ
と
を
請
う
。
そ
れ
に
引
き
続
い
て

三
帰
依
が
行
わ
れ
る
。
三
帰
依
に
つ
い
て
は
内
容
の
記
載
は
な
い
。
次
に
、
志

願
者
は
長
跪
し
て
白
刺
を
具
し
て
自
陳
し
、
自
己
の
才
質
の
劣
る
こ
と
を
謙
遜

し
な
が
ら
、
誠
を
つ
く
し
て
冠
裳
を
そ
な
え
る
こ
と
に
関
す
る
許
可
を
請
い
、

度
師
の
敎
戒
を
請
う
。

（
５
）
度
師
読
白
文

　

出
家
志
願
者
の
誓
願
に
答
え
て
度
師
が
白
文
を
読
む
。白
文
の
最
後
に
、「
宜

請
保
擧
二
師
、
爲
脱
俗
衣
、
以
圓
道
相
」（
６
ｂ
）
と
い
い
、
保
挙
二
師
に
よ
っ

て
脱
俗
の
衣
を
用
意
し
、
道
士
の
よ
そ
お
い
を
完
成
さ
せ
る
こ
と
を
述
べ
る
。

（
６
）
易
服

　

本
文
で
は
「
具
冠
裳
」
の
語
を
使
っ
て
い
る
（
６
ａ
）。
保
挙
師
が
俗
衣
を

脱
が
せ
、
以
下
の
衣
裳
を
與
え
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
後
に
度
師
が
讚
を
加
え
る
。

①
著
履
。
は
き
も
の
を
着
け
さ
せ
る
。

②
繋
裙
。
裙
子
（
腰
か
ら
下
を
覆
う
も
す
そ
）
を
着
せ
る
。

③
著
雲
袖
。
雲
袖
（
道
士
の
つ
け
る
う
ち
か
け
）
を
着
せ
る
。

④
披
道
服
。
道
服
（
法
服
）
を
着
せ
る
。

⑤
頂
簪
冠
。
簪
と
冠
を
載
せ
る
。

⑥
執
簡
。
笏
を
執
持
さ
せ
る
。

（
７
）
度
師
説
十
戒

　

長
跪
す
る
出
家
志
願
者
に
十
戒
が
説
か
れ
る
。
こ
こ
で
説
か
れ
る
の
は
、
第

一
戒
を
「
心
不
惡
妬
、
無
生

賊
、
檢
口
愼
過
、
想
念
在
法
」
と
す
る
所
謂
「
智

慧
上
品
十
戒
」
で
あ
る
。
各
戒
条
の
後
に
、「
能
く
持
す
る
や
否
や
」
と
問
い
、

出
家
志
願
者
は
「
能
く
す
」
と
答
え
る
も
の
と
さ
れ
る
。
そ
の
後
、
天
尊
の
言

葉
と
し
て
、
戒
に
有
得
と
無
得
の
二
種
の
あ
る
こ
と
が
説
か
れ
る
。
次
に
智
慧

頌
を
挙
す
。
度
師
の
敎
戒
を
聽
き
お
わ
る
と
、
志
願
者
は
長
跪
す
る
。

（
８
）
聴
度
師
教
戒

　

度
師
は
、
以
上
に
よ
っ
て
出
家
志
願
者
が
道
相
を
円
滿
に
し
得
た
こ
と
を
宣

言
す
る
。
度
戒
に
関
す
る
中
心
的
な
儀
礼
は
こ
れ
を
も
っ
て
終
了
す
る
の
で
あ

る
。
以
下
は
、
道
士
の
起
居
作
法
に
関
す
る
基
本
事
項
を
中
心
に
教
誡
が
説
か

れ
る
。

　

最
初
に
道
・
経
・
師
の
三
宝
を
帰
依
の
對
象
と
し
、
そ
れ
ぞ
れ
を
正
し
く
念

ず
（
観
想
）
す
べ
き
こ
と
を
説
く
（「
三
念
」）。

　

次
に
、「
上
は
四
恩
に
報
い
、
下
は
三
有
を
資
（
た
す
）
く
」
こ
と
が
説
か

れ
る
。
四
恩
と
は
、
天
地
恩
、
國
王
恩
、
生
身
父
母
恩
、
師
長
恩
を
い
い
、
道

士
と
な
っ
て
こ
れ
に
報
い
る
べ
き
こ
と
が
言
わ
れ
る
。
ま
た
三
有
と
は
三
界
に

流
転
す
る
衆
生
の
こ
と
で
、
こ
こ
で
は
「
一
資
天
徒
、
二
資
地
徒
、
三
資
水
徒
」

と
し
て
天
地
水
三
官
の
も
と
に
あ
る
死
者
を
済
度
す
る
こ
と
を
言
う
も
の
と
見

ら
れ
る
。
さ
ら
に
、
大
善
心
を
発
し
て
誦
経
行
道
し
、
諸
も
ろ
の
大
道
の
前
に
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旛
・
花
・
果
実
を
備
え
て
礼
拝
供
養
せ
よ
と
は
、
道
士
の
日
常
の
勤
行
に
つ
い

て
の
誡
で
あ
ろ
う
。
次
に
、
上
は
皇
帝
の
万
歳
、
家
国
太
平
の
祈
願
か
ら
江
山

朋
友
、
学
道
知
音
が
早
く
初
心
を
遂
げ
て
門
族
に
光
栄
が
あ
る
よ
う
に
と
い
う

項
目
に
至
る
ま
で
の
、
道
士
が
発
す
べ
き
願
を
掲
げ
る
。
さ
ら
に
、
道
士
と
し

て
行
う
べ
き
威
儀
が
詳
細
に
述
べ
ら
れ
る
。

（
９
）
礼
三
師

　

最
後
に
新
戒
（
出
家
志
願
者
）
が
三
師
に
三
礼
す
る
。
こ
こ
で
言
及
さ
れ
る

三
師
は
、
経
師
・
籍
師
・
度
師
と
し
て
個
別
に
明
示
さ
れ
る
の
で
、
そ
れ
が
証

明
三
師
で
な
い
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
そ
の
後
は
、「
次
十
二
願
」、「
學
仙
頌
」、

「
回
向
念
善
」、「
引
新
戒
、
禮
大
道
功
德
」、「
禮
度
師
等
」
と
い
っ
た
儀
礼
項

目
だ
け
が
次
第
を
明
ら
か
に
し
て
簡
略
に
述
べ
ら
れ
る
が
、
そ
の
内
容
は
記
さ

れ
な
い
の
で
こ
こ
で
は
触
れ
な
い
。
以
上
を
も
っ
て
『
太
上
出
家
伝
度
儀
』
は

終
わ
る
。四

、『
上
清
霊
宝
済
度
大
成
金
書
』「
披
戴
儀
」
の
構
成

　

道
教
文
献
に
お
い
て
見
出
さ
れ
る
第
三
の
出
家
伝
度
儀
は
、
明
代
京
師
大
徳

観
の
道
士
で
あ
る
周
思
得
（
一
三
五
九
│
一
四
五
一
）
に
よ
っ
て
編
ま
れ
た

『
上
清
霊
宝
済
度
大
成
金
書
』
の
う
ち
、
そ
の
卷
十
九
「
流
伝
利
済
門
」
の
「
伝

度
品
」
に
收
め
ら
れ
た
「
披
戴
儀
」（
己
集
上 

１
ａ
│
10
ｂ
）
に
見
出
さ
れ
る
。

『
上
清
霊
宝
済
度
大
成
金
書
』
四
十
巻
は
現
在
『
蔵
外
道
書
』
に
よ
っ
て
見
る

こ
と
が
で
き
る
。
本
書
に
は
宣
徳
七
年
（
一
四
三
二
）
の
紀
年
を
有
す
る
二
種

の
序
、
す
な
わ
ち
四
十
五
代
天
師
張
澹
然
序
（『
蔵
外
』
⑯
一
頁
）
お
よ
び
周

思
得
（
養
真
）
序
（『
蔵
外
』
同
四
│
五
頁
）
の
ほ
か
、
呉
大
節
に
よ
る
宣
徳

八
年
（
一
四
三
三
）
序
（『
蔵
外
』
⑯
二
│
三
頁
）
が
あ
り
、
そ
の
内
容
は
明

初
の
正
一
敎
儀
禮
の
内
容
を
反
映
す
る
で
あ
ろ
う
こ
と
が
期
待
で
き
る
。
そ
こ

に
載
せ
ら
れ
る
「
披
戴
儀
」
は
、
歴
史
的
に
は
清
初
王
常
月
『
初
真
戒
律
』
に

最
も
近
い
過
去
に
存
在
す
る
道
士
の
た
め
の
出
家
伝
度
儀
と
し
て
注
目
に
値
す

る
。

　
「
披
戴
儀
」
の
「
披
戴
」
と
は
、
狭
義
に
は
、
出
家
志
願
者
に
對
し
て
道
士

の
衣
冠
を
授
け
る
儀
式
、
す
な
わ
ち
易
服
の
儀
式
を
い
い
、
実
際
「
披
戴
儀
」

の
前
半
は
衣
冠
を
授
け
る
儀
式
が
中
心
と
な
る
。
披
戴
と
授
戒
と
が
「
披
戴
儀
」

の
主
た
る
構
成
要
素
と
し
て
理
解
さ
れ
て
い
る
さ
ま
は
、
披
戴
の
直
前
に
度
師

に
よ
っ
て
な
さ
れ
る
説
敎
の
中
で
「
今
將
先
受
威
儀
、
令
子
閑
練
法
度
。
次
受

汝
寶
戒
、
令
汝
修
持
汝
身
」（
５
ａ
）
と
述
べ
る
く
だ
り
に
よ
く
表
れ
て
い
る
。

こ
こ
で
い
う
「
威
儀
」
と
は
、
そ
の
直
前
に
「
威
儀
要
處
、
莫
先
乎
容
貌
衣
冠
」

（
５
ａ
）
と
あ
る
と
お
り
、
そ
の
容
貌
・
衣
冠
の
威
儀
を
整
え
る
こ
と
を
言
っ

て
い
る
の
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、「
披
戴
儀
」
は
大
き
く
披
戴
と
授
戒
の
兩
部
か
ら
成
る
が
、

さ
ら
に
細
か
く
分
け
て
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
い
ま
そ
の
次
第
を
簡
單
に
列
記

す
る
と
次
の
如
く
で
あ
る
。

（
１
）
度
師
を
請
う
（
１
ａ
│
ｂ
）

　

ま
ず
、
宮
觀
の
道
衆
が
集
ま
っ
て
度
師
の
方
丈
に
行
き
、
引
進
師
が
度
師
に

請
う
て
座
に
昇
ら
せ
る
。
受
戒
す
る
弟
子
た
ち
は
長
跪
し
て
文
を
白
し
、
度
師



道
教
の
出
家
伝
戒
儀
に
つ
い
て
の
一
考
察
（
金
明
七
真
、
賈
善
翔
、
周
思
得
を
中
心
に
）

四
七

に
向
け
て
指
導
を
請
う
。
師
は
、
そ
れ
に
答
え
て
、
道
衆
を
證
人
と
し
て
弟
子

た
ち
の
た
め
に
開
壇
披
度
す
る
こ
と
を
言
う
。

（
２
）
祝
香

　

雲

（
楽
器
）
に
導
か
れ
て
大
衆
た
ち
が
大
殿
に
至
り
、
香
火
を
奉
じ
、
戒

牒
の
発
行
に
際
し
て
天
子
の
聖
恩
に
感
謝
し
、
聖
君
の
長
寿
を
祈
願
す
る
。
そ

の
際
、
聖
位
に
向
っ
て
上
啓
が
な
さ
れ
、
意
文
が
読
ま
れ
る
。
た
だ
し
、
上
啓

と
意
の
内
容
は
現
行
の
『
上
清
霊
宝
済
度
大
成
金
書
』
に
は
具
わ
っ
て
い
な
い

よ
う
で
あ
る
。

　

引
き
続
き
、
五
師
）
8
（

へ
の
献
香
が
行
わ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、（
大
衆
と
度
師
は
）

雲

に
導
か
れ
て
披
度
堂
に
至
る
。
度
師
は
玄
師
・
天
師
・
経
籍
度
三
師
の
五

師
に
対
し
て
自
己
の
法
位
を
称
し
て
五
師
を
奉
請
す
る
。

　

さ
ら
に
五
師
の
右
、
天
門
の
位
置
に
設
け
た
高
座
に
上
り
、
道
衆
が
序
立
す

る
な
か
、
三
宝
す
な
わ
ち
道
宝
・
経
宝
・
師
法
を
香
に
よ
っ
て
供
養
し
、
そ
れ

ぞ
れ
天
子
）
9
（

、
朝
廷
、
そ
し
て
出
家
志
願
者
の
幸
い
を
祈
願
す
る
。

　

と
こ
ろ
で
、「
披
戴
儀
」
で
は
三
宝
へ
の
上
香
が
あ
る
一
方
で
、
三
宝
へ
の

帰
依
を
表
明
す
る
三
帰
依
が
無
い
の
は
気
に
な
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
上
で
見
て

き
た
通
り
、
三
帰
依
は
「
度
人
儀
」
と
『
太
上
出
家
伝
度
儀
』
に
は
と
も
に
具

わ
っ
て
お
り
、
主
旨
か
ら
し
て
も
本
来
不
可
欠
の
も
の
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ

る
。「
披
戴
儀
」
で
何
故
三
帰
依
が
説
か
れ
な
い
の
か
に
つ
い
て
、
筆
者
は
現

在
答
え
る
術
を
持
た
な
い
が
、
と
り
あ
え
ず
疑
問
と
し
て
指
摘
し
て
お
く
。
な

お
、「
披
戴
儀
」
に
の
み
見
ら
れ
る
欠
落
と
し
て
、
も
う
ひ
と
つ
監
度
三
師
の

不
在
を
挙
げ
ら
れ
よ
う
。
伝
戒
に
際
し
て
複
数
の
師
が
臨
席
し
て
い
る
こ
と
に

触
れ
て
い
な
い
。
監
度
三
師
の
存
在
は
本
来
伝
戒
に
お
い
て
重
要
か
と
思
わ
れ

る
が
、
そ
れ
が
不
明
瞭
化
さ
れ
て
い
る
の
も
疑
問
で
あ
る
。
以
上
、
二
点
に
わ

た
り
、「
披
戴
儀
」
に
お
け
る
不
可
解
な
儀
礼
要
素
の
欠
落
を
指
摘
し
た
。
こ

れ
ら
を
如
何
に
理
解
す
べ
き
か
に
つ
い
て
は
後
考
に
俟
ち
た
い
。

（
３
）
謝
恩
│
│
君
主
、
祖
先
、
父
母
、
親
朋
に
謝
恩
す
る

　

祝
香
が
終
わ
り
「
敷
座
讚
」
を
唱
え
終
わ
る
と
）
10
（

、
度
師
は
出
家
志
願
者
に
対

し
て
君
父
親
知
、
す
な
わ
ち
君
主
、
父
母
、
お
よ
び
親
朋
と
の
俗
縁
を
絶
ち
、

ひ
と
え
に
真
教
に
帰
依
す
べ
き
こ
と
を
説
く
。
そ
の
後
、
君
主
、
祖
先
、
父
母
、

親
朋
に
対
し
て
四
拝
し
て
方
位
を
定
め
て
謝
恩
す
る
儀
礼
が
行
わ
れ
る
。
謝
恩

に
先
立
ち
、
度
師
は
今
日
の
出
家
入
道
の
機
会
は
宿
縁
を
経
て
こ
そ
得
ら
れ
る

も
の
で
あ
る
こ
と
を
述
べ
て
、
出
家
入
道
の
資
格
を
得
る
こ
と
の
容
易
な
ら
ざ

る
こ
と
、
い
ま
入
道
の
機
会
を
得
る
こ
と
が
如
何
に
有
り
難
い
か
を
自
覚
さ
せ

る
。
そ
の
後
、「
宿
命
頌
）
11
（

」
を
唱
え
た
後
、
度
師
は
祖
先
・
父
母
・
師
恩
の
重

大
さ
を
説
く
。
ま
ず
、
祖
先
の
積
徳
と
い
う
余
慶
に
恵
ま
れ
て
今
日
の
出
家
入

道
の
あ
る
こ
と
が
次
の
如
く
強
調
さ
れ
る
。

宣
告
弟
子
〈
某
人
〉、
汝
今
出
離
塵
俗
、
歸
依
眞
敎
、
皆
由
祖
先
之
積
德
、

遂
致
嗣
續
之
承

。
夫
源
深
者
、
其
流
必
長
、
而
本
固
者
、
其
末
必
茂
。

其
子
孫
之
與
父
祖
、
由
本
末
之
與
源
流
、
積
累
以
來
、
因
縁
有
自
。（
３
ａ
）

續
い
て
、
出
家
す
る
以
前
に
お
け
る
最
も
重
い
恩
義
と
し
て
君
父
が
擧
げ
ら
れ
、

出
家
の
後
に
は
師
資
の
恩
が
最
も
重
い
こ
と
が
説
か
れ
る
。

且
汝
未
出
家
時
、
在
人
倫
中
恩
義
重
者
、
莫
過
君
父
。
君
臣
有
義
、
父
子

有
親
、
皆
恩
義
之
大
本
也
。
今
出
家
之
後
、
在
道
門
中
、
又
有
師
資
之
恩
、
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尤
不
可
量
。
所
以
者
何
。
蓋
父
母
能
生
汝
、
師
資
能
度
汝
。
汝
身
得
度
、

七
世
父
母
皆
得
受
度
。
科
云
、
一
子
出
家
、
九
族
生
天
。
師
資
之
恩
、
豈

不
重
哉
。
故
有
受
業
師
、
受
戒
師
、
受
道
師
、
受
法
師
。
凡
以
道
法
戒
業

度
汝
者
、
皆
汝
之
師
也
。（
３
ａ
│
ｂ
）

出
家
を
す
る
こ
と
で
、
七
世
の
父
母
が
み
な
天
に
再
生
す
る
と
述
べ
、
家
に
福

利
を
も
た
ら
す
こ
と
が
強
調
さ
れ
る
。
こ
こ
で
は
そ
れ
が
師
の
恩
に
歸
せ
ら
れ

る
の
で
あ
る
。
こ
こ
に
い
う
「
一
子
出
家
、
九
族
生
天
」
は
、
宋
代
以
降
、
佛

典
・
道
典
を
問
わ
ず
用
い
ら
れ
る
表
現
で
あ
る
）
12
（

。「
科
云
」
の
出
典
は
未
詳
で

あ
る
が
、『
太
上
出
家
伝
度
儀
』
に
「
汝
今
出
家
、
一
人
有
慶
九
祖
」（
４
ａ
）

と
あ
り
、
あ
る
い
は
そ
れ
を
指
す
の
で
あ
ろ
う
か
。

　

以
上
を
踏
ま
え
て
、「
國
王
水
土
之
恩
」「
祖
先
積
慶
之
恩
」「
父
母
劬
勞
之

恩
」「
朋
友
琢
磨
之
恩
」
に
対
し
て
謝
す
べ
き
こ
と
が
い
わ
れ
る
。

汝
今
登
壇
受
度
之
際
、
先
當
拜
謝
國
王
水
土
之
恩
、
祖
先
積
慶
之
恩
、
父

母
劬
勞
之
恩
、
朋
友
琢
磨
之
恩
。
汝
當
一
一
拜
辭
、
以
謝
恩
德
。（
３
ｂ
）

そ
の
後
、
順
次
北
面
四
拜
し
て
皇
恩
に
謝
し
、
西
面
四
拜
し
て
祖
先
の
恩
に
謝

し
、
東
面
四
拜
し
て
父
母
の
恩
に
謝
し
、
最
後
に
南
面
四
拜
し
て
親
朋
を
謝
す

る
。（
３
ｂ
│
４
ａ
）

（
４
）
教
の
正
統
性
と
威
儀
に
つ
い
て
の
解
説

　

謝
恩
の
後
に
は
、
威
儀
を
備
え
る
べ
き
こ
と
が
述
べ
ら
れ
る
。
そ
れ
に
先

だ
っ
て
ま
ず
教
の
起
源
と
そ
の
展
開
を
簡
潔
に
説
き
明
か
し
て
、
弟
子
が
伝
戒

を
通
じ
て
入
門
す
る
こ
と
に
な
る
教
の
正
統
性
が
明
か
さ
れ
る
。
重
要
な
箇
所

で
あ
る
が
、
こ
こ
は
あ
く
ま
で
も
伝
戒
儀
の
構
造
を
粗
描
す
る
こ
と
を
目
的
と

す
る
の
で
省
略
す
る
。
教
の
正
統
性
を
説
き
終
え
る
と
、
威
儀
を
備
え
る
こ
と

の
重
要
性
に
つ
い
て
し
ば
ら
く
前
置
き
が
な
さ
れ
る
が
、
こ
れ
も
省
略
に
從
う
。

そ
の
後
、「
威
儀
要
處
、
莫
先
乎
容
貌
衣
冠
」（
５
ａ
）
と
し
て
、
衣
冠
を
整
え

る
こ
と
こ
そ
が
威
儀
の
基
本
で
あ
る
こ
と
を
い
う
。そ
し
て
、「
今
將
先
受
威
儀
、

令
子
閑
練
法
度
。
次
受
汝
寶
戒
、
令
汝
修
持
汝
身
」（
５
ａ
）
と
述
べ
る
。
つ

ま
り
、
伝
戒
行
事
は
最
初
に
衣
冠
を
整
え
て
威
儀
を
備
え
る
こ
と
か
ら
始
め
、

そ
の
上
で
宝
戒
の
授
与
へ
と
進
む
の
で
あ
る
。

（
５
）
披
戴
と
拜
壇

　

授
戒
に
先
立
ち
、
出
家
志
願
者
に
対
し
て
五
種
の
衣
類
と
朝
簡
（
笏
）
を
授

与
す
る
。
そ
の
順
序
は
、
①
雲
履
、
②
道
裙
、
③
雲
袖
、
④
星
冠
、
⑤
羽
服
、

⑥
朝
簡
と
な
る
。
後
の
【
表
１
】
に
よ
っ
て
対
照
す
る
と
わ
か
る
と
お
り
、
こ

の
六
種
類
の
衣
冠
の
伝
授
は
、
上
で
見
た
『
太
上
出
家
伝
度
儀
』
に
お
け
る
衣

冠
の
伝
授
と
較
べ
る
と
、
わ
ず
か
に
④
⑤
の
冠
と
服
の
順
序
が
入
れ
替
わ
っ
て

い
る
だ
け
で
、
実
に
よ
く
一
致
す
る
。
周
思
得
の
「
披
戴
儀
」
が
『
太
上
出
家

伝
度
儀
』
を
参
照
し
て
い
る
こ
と
を
強
く
示
唆
す
る
も
の
と
い
え
よ
う
。
な
お
、

こ
こ
で
は
、
所
謂
証
明
の
三
師
が
言
及
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
を
再
度
付
言
し
て

お
こ
う
。

　

こ
れ
ら
の
各
々
の
伝
授
に
は
、
祝
お
よ
び
披
戴
頌
と
総
称
さ
れ
る
五
種
の
頌

が
そ
な
わ
る
。
披
戴
頌
は
披
戴
儀
に
は
収
め
ら
れ
て
居
ら
ず
、『
上
清
霊
宝
済

度
大
成
金
書
』
甲
集
上
「
玄
門
祝
頌
門
」（
69
ｂ
│
70
ａ
）
末
尾
に
載
せ
ら
れ
る
。

こ
れ
ら
は
五
言
句
を
六
句
連
ね
た
頌
で
あ
る
が
、
い
ず
れ
も
そ
の
第
五
句
に

「
願
今
一
云
々
」
と
い
う
文
字
が
見
え
る
。
例
え
ば
「
星
冠
頌
」
で
あ
れ
ば
、「
願
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四
九

今
一
頂
戴
」
と
し
て
冠
を
頂
戴
す
る
こ
と
を
宣
言
す
る
。

　

な
お
、
朝
簡
の
授
与
の
前
に
拝
壇
が
行
わ
れ
る
。
こ
れ
も
ま
た
祝
と
頌
か
ら

成
る
。
戒
壇
の
形
式
は
明
示
さ
れ
て
い
な
い
が
、
そ
の
祝
に
は
「
三
級
成
形
備

三
才
、
而
取
象
八
方
定
位
、
列
八
卦
以
通
神
」（
６
ｂ
）
と
あ
り
、
ま
た
「
拜

壇
頌
」
に
も
「
三
級
依
瑤
砌
、
八
卦
列
方
隅
、
隔
穢
敷
裙
帔
、
除
塵
護
法
裙
、

願
今
一
陞
躡
、
朝
修
相
帝
君
」（
卷
一
、
甲
集
上
、
70
ａ
）
と
あ
る
の
で
、
そ

れ
が
三
段
か
ら
成
り
、
且
つ
八
卦
に
応
じ
る
構
造
を
も
つ
も
の
で
あ
る
と
知
ら

れ
る
。
壇
の
形
状
は
「
八
卦
列
方
隅
」
と
あ
る
の
で
、
お
そ
ら
く
四
角
形
の
段

の
各
辺
（
方
）
と
角
（
隅
）
に
八
卦
が
配
さ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。「
拜
壇
頌
」

の
内
容
が
、
衣
冠
を
整
え
た
後
に
戒
壇
を
拝
す
る
こ
と
を
表
明
し
て
い
る
の
は
、

「
披
載
儀
」
所
載
の
儀
礼
次
第
に
よ
く
対
応
す
る
も
の
と
言
え
る
。

（
６
）
礼
謝
三
師

　
「
汝
今
披
戴
已
竟
、
首
當
禮
謝
三
師
」（
７
ａ
）
と
し
て
、
披
戴
が
完
了
し
た

こ
と
を
宣
言
し
、
續
い
て
三
師
に
感
謝
を
表
す
べ
き
こ
と
が
い
わ
れ
る
。
同
じ

く
「
三
師
」
と
称
し
て
も
そ
こ
に
は
度
師
・
保
挙
師
・
監
度
師
の
三
師
（
周
思

得
は
こ
れ
を
「
人
間
三
師
」
と
称
す
る
）
と
、
經
籍
度
三
師
（
天
に
も
自
ず
か

ら
聖
師
有
り
と
さ
れ
る
の
が
こ
の
三
師
で
あ
る
と
い
う
）
の
別
の
有
る
こ
と
を

述
べ
た
上
で
、
こ
こ
で
は
経
師
・
籍
師
・
度
師
の
三
師
に
そ
れ
ぞ
れ
三
礼
す
る

こ
と
が
言
わ
れ
る
。

（
７
）
十
事
威
儀

　

入
道
者
の
基
本
的
な
生
活
規
範
が
十
條
に
わ
た
っ
て
説
か
れ
る
。
す
な
わ
ち

次
の
通
り
。

一
、
携
持
坐
壇
、
常
不
離
身
、
護
淨
避
觸
。

二
、
秉
簡
當
心
、
一
切
恭
信
、
屈
身
禮
謁
。

三
、
出
入
遠
近
、
避
貴
隨
長
、
離
諸
嫌
謗
。

四
、
安
置
經
籙
尊
像
、
不
得
倨
傲
、
言
笑
不
常
。

五
、
執
持
淨
甁
、
營
磨
光
徹
、
汲
水
自
隨
、
招
眞
滌
穢
。

六
、
朝
夜
中
齋
、
竝
用
楊
枝
漱
盥
、
或
以
淨
灰
蕩
除
垢
穢
。

七
、
巾
鉢
別
置
、
箱
架
不
得
雜
用
、
招
來
故
氣
。

八
、
登
齋
就
食
、
行
淨
展
鉢
、
當
先
施
食
、
供
養
仙
聖
鬼
神
、
一
切
同
飽
。

九
、
鏡
劍
刀
筆
朱
墨
几
杖
之
外
、
不
得
增
長
俗
縁
。

十
、  

請
法
護
持
、
無
令
放
逸
、
毎
用
祝
聖
朝
眞
、
當
行
上
道
、
助
宣
聖
化
。

（
８
ａ
│
ｂ
）

『
道
蔵
』
所
收
『
玄
門
十
事
威
儀
』﹇
Ｓ
Ｎ
七
九
二
﹈
に
こ
の
十
事
と
関
連
す

る
威
儀
が
載
せ
ら
れ
て
い
る
。
同
書
の
始
め
に
、
そ
の
目
を
記
し
て
次
の
よ
う

に
云
う
。

太
上
曰
、
一
者
執
壇
、
二
者
禮
謁
、
三
者
出
入
、
四
者
坐
起
、
五
者
執
甁
、

六
者
洗
漱
、
七
者
巾
器
、
八
者
齋
食
、
九
者
請
法
、
十
者
護
持
。
此
之
十

事
、
是
吾
敎
門
中
事
也
。
當
付
汝
等
習
而
行
之
。（『
玄
門
十
事
威
儀
』
２

ａ
）

こ
の
目
を
見
る
か
ぎ
り
、
第
九
「
請
法
」
が
、
周
思
得
の
十
事
に
お
け
る
第
十

条
に
含
ま
れ
、
か
え
っ
て
周
氏
の
第
九
条
が
『
十
事
威
儀
』
と
は
合
致
し
な
い

よ
う
で
あ
る
が
、
そ
れ
以
外
の
部
分
は
両
者
一
致
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
）
13
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。



五
〇

（
８
）
授
戒
（
初
真
十
戒
）

　

次
に
十
戒
が
説
か
れ
る
。
か
つ
て
拙
論
で
述
べ
た
通
り
、
こ
こ
で
説
か
れ
る

十
戒
は
「
初
真
十
戒
」
で
あ
り
、
遅
く
と
も
唐
末
か
ら
清
初
に
至
る
ま
で
、
出

家
・
在
家
を
通
じ
て
継
続
的
に
用
い
ら
れ
て
き
た
痕
跡
を
確
認
す
る
こ
と
が
で

き
る
）
14
（

。
は
じ
め
に
戒
を
「
修
身
格
物
之
謂
」（
８
ｂ
）
と
し
儒
家
と
の
一
致
点

を
強
調
し
た
上
で
、
智
慧
頌
を
唱
し
、
続
い
て
十
戒
が
説
か
れ
る
。

一
者
、
不
得
陰
賊
潛
謀
、
害
物
利
己
。
當
行
陰
德
廣
濟
衆
生
。

二
者
、
不
得
殺
害
含
生
、
以
充
滋
味
。
當
行
慈
惠
、
普
及
昆
蟲
。

三
者
、
不
得
淫
邪
敗
眞
、
穢
慢
靈
炁
。
當
行
節
操
無
使
犯
干
。

四
者
、
不
得
敗
人
成
功
、
析
交
離
親
。
當
以
體
道
助
物
、
令
衆
雍
和
。

五
者
、
不
得
讒
毀
賢
良
、
露
才
揚
己
。
當
稱
人
之
衆
善
、
不
可
伐
其
功
能
。

六
者
、
口
無
惡
言
、
言
無
華
綺
、
内
外
忠
直
、
不
犯
口
過
。

七
者
、
不
得
貪
求
無
厭
、
積
財
不
散
。
當
行
節
儉
惠

貧
窮
。

八
者
、
不
得
交
遊
非
賢
、
居
處
穢
汚
。
當
慕
勝
己
、
栖
集
幽
閑
。

九
者
、
不
得
不
忠
不
孝
、
不
仁
不
義
。
當
盡
節
君
師
、
推
成
萬
物
。

十
者
、
不
得
輕
忽
言
笑
、
擧
動
非
眞
。（
常
）〔
當
〕
持
鄭
重
、
以
道
爲
務
。

　

奉
戒
頌
を
唱
し
た
後
、「
向
來
爲
汝
説
者
、
是
名
初
眞
十
戒
」（
９
ｂ
）
と
述

べ
て
、
こ
れ
が
「
初
真
十
戒
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
。
た

だ
し
、
第
六
戒
の
み
、「
初
真
十
戒
」
と
は
関
連
の
な
い
、『
太
上
洞
真
智
慧
上

品
大
誡
』
の
十
戒
に
お
け
る
第
五
戒
を
用
い
て
い
る
。『
雲
笈
七
籤
』
本
の
「
初

真
十
戒
」
第
六
戒
は
「
不
得
飮
酒
過
差
、
食
肉
違
禁
。
當
調
和
氣
性
、
專
務
淸

虚
」
と
い
う
内
容
で
、
飮
酒
に
関
し
て
度
を
過
ご
さ
な
い
よ
う
戒
め
る
だ
け
で
、

飮
酒
を
禁
じ
て
い
な
い
。
そ
の
た
め
、
王
常
月
『
初
眞
戒
律
』
で
は
そ
れ
を
「
不

得
飮
酒
食
肉
、
犯
律
違
禁
」
と
し
て
、
飮
酒
食
肉
を
明
確
に
禁
じ
た
）
15
（

。
た
だ
し
、

「
披
戴
儀
」
の
場
合
は
、
戒
条
の
入
れ
替
え
に
よ
っ
て
か
え
っ
て
酒
に
関
わ
る

禁
忌
が
十
戒
か
ら
完
全
に
消
え
て
し
ま
う
と
い
う
事
態
を
招
来
し
て
い
る
が
、

果
た
し
て
そ
れ
が
意
図
し
た
結
果
で
あ
る
の
か
。
こ
の
入
れ
替
え
が
行
わ
れ
た

理
由
は
定
か
で
な
い
）
16
（

。

五
、
出
家
伝
戒
儀
の
形
式
に
関
す
る
基
本
要
素

　

以
上
、
梁
武
帝
末
年
頃
の
『
科
誡
儀
範
』
に
收
め
ら
れ
た
「
度
人
儀
」、
北

宋
末
の
『
太
上
出
家
伝
度
儀
』、
明
初
『
上
清
霊
宝
済
度
大
成
金
書
』「
披
戴
儀
」

の
次
第
を
一
瞥
し
た
。
上
で
見
た
儀
礼
の
形
式
面
に
お
け
る
主
要
要
素
を
表
に

ま
と
め
る
と
以
下
の
よ
う
に
な
る
で
あ
ろ
う
。

【
表
１
】
道
教
出
家
伝
戒
儀
三
種
儀
礼
要
素
対
照
表

『
科
誡
儀
範
』「
度
人
儀
」

『
太
上
出
家
伝
度
儀
』

『
上
清
霊
宝
済
度
大
成
金
書
』

「
披
戴
儀
」

（
１
）
辞
謝
父
母
・
祖
先
・

天
子

（
２
）
三
帰
依

（
１
）
祝
香

（
２
）
度
師
に
よ
る
出
家
因

縁
の
説
法

（
３
）
謝
四
恩
（
帝
王
、
先

祖
、
父
母
、
親
知
朋
友
に
対

す
る
辞
去
の
礼
）

（
４
）
三
帰
依

（
１
）
度
師
を
請
う

（
２
）
祝
香
（
三
宝
へ
の
三

礼
を
含
む
）

（
３
）
謝
恩
│
君
主
、
祖
先
、

父
母
、
親
朋
に
謝
恩
す
る

（
４
）
教
の
正
統
性
と
威
儀

の
重
要
性
を
説
く
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五
一

（
３
）
拝
三
師
・
著
法
衣

①
師
│
著
法
裙

②
師
│
著
雲
袖

③
師
│
│
著
法
帔

④
監
度
長
官
│
戴
法
冠

（
４
）
誦
智
慧
頌
・
礼
十
方

天
尊

（
５
）
天
尊
説
十
戒
（『
洞
玄

霊
宝
天
尊
説
十
戒
經
』
十

戒
）、
弟
子
伏
受

（
６
）
誦
奉
戒
頌

（
５
）
度
師
読
白
文

（
６
）
具
冠
裳

宜
請
保
挙
二
師
、
為
脱
俗

衣
、
以
円
道
相

　

①
著
履

　

②
繋
裙

　

③
著
雲
袖

　

④
披
道
服

　
　

挙
仙
衣
讚

　

⑤
頂
簪
冠

　
　

唱
星
冠
讚

　

⑥
執
簡

（
７
）
度
師
説
十
戒
（「
智
慧

上
品
十
戒
」）、
弟
子
長
跪

　

挙
智
慧
頌

（
８
）
聴
度
師
教
戒

（
９
）
礼
三
師

次
十
二
願

次
学
仙
頌

次
回
向
念
善

次
引
新
戒
、
礼
大
道
功

徳次
礼
度
師
等

（
５
）
披
戴

　

①
雲
履

　

②
道
裙

　

③
雲
袖

　

④
星
冠

　

⑤
羽
服

　

⑥
朝
簡

（
６
）
礼
謝
三
師
（
経
・
籍
・

度
三
師
）

（
７
）
十
事
威
儀

（
８
）
授
戒
（「
初
真
十
戒
」）

智
慧
頌

挙
還
戒
頌

師
下
座
、
道
衆
挙
解
坐

讚造
師
真
前
三
献
酒

誦
経
宣
疏

回
向

師
回
方
丈

行
礼
謝
師

　

こ
れ
ら
三
種
の
伝
戒
儀
に
は
相
違
す
る
点
も
多
い
が
、
明
か
な
共
通
点
も
見

て
取
れ
る
。
そ
れ
は
六
朝
時
代
末
期
か
ら
明
代
に
至
る
ま
で
継
承
さ
れ
て
き
た

道
教
出
家
儀
礼
に
共
有
さ
れ
た
形
式
上
の
基
本
要
素
と
見
な
し
得
る
も
の
で
あ

ろ
う
。
い
ま
、
そ
の
共
通
点
を
指
摘
す
る
と
以
下
の
如
く
で
あ
る
。

　

第
一
の
共
通
要
素
は
、
出
家
志
願
者
が
俗
世
間
を
辞
去
す
る
礼
を
設
け
る
点

で
あ
る
。
出
家
志
願
者
は
、
父
母
・
祖
先
・
天
子
お
よ
び
親
朋
に
対
し
て
自
分

が
受
け
た
恩
恵
へ
の
感
謝
を
表
し
、
な
お
か
つ
出
家
後
は
彼
等
の
も
と
を
辞
去

す
る
旨
を
表
明
す
る
。『
科
誡
儀
範
』「
度
人
儀
」
で
は
父
母
、
九
世
の
祖
先
、

お
よ
び
天
子
へ
の
辞
謝
が
行
わ
れ
る
。『
太
上
出
家
伝
度
儀
』
お
よ
び
『
上
清

霊
宝
済
度
大
成
金
書
』「
披
戴
儀
」
で
は
、
父
母
、
祖
先
、
天
子
に
、
更
に
「
親

知
朋
友
」（『
太
上
出
家
伝
度
儀
』）「
親
朋
」（「
披
戴
儀
」）
が
加
わ
る
。

　

第
二
の
共
通
点
は
、
易
服
を
伴
う
点
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
出
家
志
願
者
が
、

俗
服
を
去
っ
て
道
服
・
道
冠
を
身
に
つ
け
る
儀
を
伴
う
点
で
あ
る
。「
度
人
儀
」

は
簡
略
で
あ
る
が
、『
太
上
出
家
伝
度
儀
』
で
は
履
・
裙
・
雲
袖
・
道
服
・
簪
冠
・

簡
の
六
種
が
授
与
さ
れ
る
こ
と
が
示
さ
れ
て
お
り
、「
披
戴
儀
」
は
そ
れ
を
ほ

ぼ
そ
の
ま
ま
踏
襲
し
て
い
る
。

　

第
三
の
共
通
点
は
、
十
戒
の
授
与
で
あ
る
。
た
だ
し
十
戒
の
内
容
に
つ
い
て

い
え
ば
、
上
で
見
て
き
た
『
科
戒
營
始
』「
度
人
儀
」、『
太
上
出
家
伝
度
儀
』、

周
氏
『
大
成
金
書
』「
披
戴
儀
」
の
三
者
は
、
そ
れ
ぞ
れ
異
な
る
戒
を
採
用
し

て
お
り
、
一
様
で
は
な
い
。

　

以
上
の
こ
と
か
ら
、
梁
代
武
帝
末
期
六
世
紀
中
頃
の
「
度
人
儀
」、
北
宋
末

一
一
世
紀
後
半
の
『
太
上
出
家
傳
度
儀
』、
明
初
一
五
世
紀
前
半
の
「
披
戴
儀
」

と
い
う
、
年
代
的
に
は
幅
広
く
広
が
っ
た
三
種
の
道
教
出
家
伝
戒
儀
を
見
て
み

る
と
、
そ
の
形
式
面
に
お
い
て
は
驚
く
ほ
ど
の
共
通
性
、
持
続
性
が
確
保
さ
れ

て
い
る
こ
と
が
指
摘
で
き
る
。
そ
の
共
通
性
の
核
に
あ
る
の
は
、

（
１
）
世
俗
を
辞
去
す
る
儀
礼

（
２
）
易
服
の
儀
礼

（
３
）
伝
十
戒
の
儀
礼



五
二

の
三
項
に
集
約
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。
さ
ら
に
、
三
種
の
う
ち
二

種
に
共
有
さ
れ
る
儀
礼
要
素
ま
で
加
え
る
な
ら
、
祝
香
、
三
帰
依
、
礼
三
師
な

ど
を
加
え
る
こ
と
も
で
き
る
。
特
に
、
三
帰
依
は
、
仏
教
の
沙
弥
授
戒
儀
と
の

類
比
を
考
え
る
と
不
可
欠
の
要
素
で
は
な
い
か
と
も
推
測
さ
れ
る
。
し
か
し
、

こ
こ
で
は
ま
ず
三
種
の
伝
戒
儀
に
共
通
す
る
要
素
に
着
目
し
、
上
の
三
要
素
を

共
通
項
と
し
て
指
摘
し
て
お
き
た
い
。

六
、『
洞
玄
霊
宝
千
真
科
』
の
場
合

　

上
で
は
、
記
述
に
お
け
る
長
短
精
粗
の
差
は
あ
り
な
が
ら
も
ひ
と
と
お
り
首

尾
を
具
え
た
道
教
出
家
伝
戒
儀
礼
の
例
と
し
て
三
種
を
選
び
、
そ
の
内
容
の
大

略
を
見
て
き
た
。
こ
こ
で
も
う
一
例
、『
洞
玄
霊
宝
千
真
科
』﹇
Ｓ
Ｎ
一
四
一
〇
﹈

（
以
下
『
千
真
科
』
と
略
称
）
の
一
節
に
つ
い
て
見
て
み
た
い
。『
洞
玄
霊
宝
千

真
科
』（
以
下
『
千
真
科
』
と
略
称
）
は
、
八
世
紀
ご
く
初
頭
の
『
要
修
科
儀

戒
律
鈔
』
に
引
用
さ
れ
る
一
方
で
、
都
築
晶
子
氏
の
指
摘
に
よ
れ
ば
七
世
紀
前

半
期
の
道
宣
の
『
四
分
律
刪
繁
補
闕
行
事
鈔
』（『
行
事
鈔
』
と
略
称
）
と
の
間

に
密
接
な
関
係
を
有
す
る
と
い
う
）
17
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。
都
築
氏
は
『
千
真
科
』
と
『
行
事
鈔
』
の

関
係
を
必
ず
し
も
前
者
が
後
者
を
下
敷
き
に
し
た
と
は
即
断
さ
れ
ず
、
む
し
ろ

双
方
が
同
じ
仏
教
の
戒
律
に
関
わ
る
書
を
参
照
し
て
い
た
こ
と
を
想
定
さ
れ
て

お
り
、『
千
真
科
』
の
成
書
時
期
に
つ
い
て
の
結
論
を
慎
重
に
保
留
し
て
お
ら

れ
る
。
小
論
で
は
、
い
ま
の
と
こ
ろ
は
、
お
お
ま
か
に
『
行
事
鈔
』
と
同
時
期

の
も
の
と
見
て
、
七
世
紀
初
期
頃
の
成
書
と
み
て
お
く
。
上
で
検
討
し
て
き
た

三
種
の
道
教
出
家
伝
戒
儀
と
の
前
後
関
係
で
言
え
ば
、『
科
誡
儀
範
』
所
載
の

「
度
人
儀
」
の
後
、『
太
上
出
家
伝
度
儀
』
の
か
な
り
前
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
。

　

現
行
『
千
真
科
』
全
一
〇
四
科
条
の
中
で
、
出
家
伝
戒
儀
と
比
較
可
能
な
内

容
を
有
す
る
の
は
、
そ
の
第
六
六
条
と
六
七
条
、
と
り
わ
け
六
七
条
の
後
半
部

分
で
あ
る
。（
こ
の
箇
所
は
朱
法
満
『
要
修
科
儀
戒
律
鈔
』
巻
十
二
（
15
ａ
│

16
ｂ
）
に
も
「
千
眞
科
曰
」
と
し
て
引
用
さ
れ
て
い
る
。）
し
か
し
、
そ
の
内

容
は
首
尾
を
備
え
た
出
家
伝
戒
儀
と
言
え
る
も
の
で
は
な
い
。
そ
も
そ
も
こ
こ

に
は
伝
十
戒
に
つ
い
て
の
記
事
が
無
い
の
で
あ
る
。
し
か
し
そ
の
一
方
で
、
こ

の
一
節
の
最
初
に
は
、

問
曰
、
男
女
童
子
、
依
奉
経
戒
、
王

與
度
、
作
何
方
法
。
得
度
之
後
、

合
禮
父
母
以
否
。（
18
ａ
）

と
い
う
問
い
が
設
け
ら
れ
、
信
徒
が
「
依
奉
経
戒
」、
す
な
わ
ち
経
戒
を
奉
じ

る
際
、
皇
帝
に
よ
る
得
度
が
な
さ
れ
る
に
際
し
て
ど
の
よ
う
な
作
法
を
行
う
べ

き
か
、
得
度
に
あ
た
り
父
母
へ
の
礼
を
行
う
べ
き
か
否
か
が
問
わ
れ
る
。
つ
ま

り
、
こ
の
記
事
は
経
や
戒
の
伝
授
に
お
い
て
、
信
徒
た
ち
は
世
俗
社
会
に
対
し

て
ど
の
よ
う
な
礼
を
行
い
、
い
か
な
る
関
係
を
結
ぶ
か
が
主
題
と
さ
れ
て
い
る

と
い
え
る
。
逆
に
言
え
ば
、
こ
の
よ
う
な
限
定
に
よ
っ
て
、
以
下
で
は
世
俗
と

の
関
係
性
に
関
わ
る
こ
と
以
外
は
触
れ
ら
れ
ず
、
し
た
が
っ
て
伝
戒
の
作
法
そ

の
も
の
に
つ
い
て
は
触
れ
ら
れ
る
所
は
無
い
の
で
あ
る
が
、
た
だ
、
そ
れ
が
あ

く
ま
で
伝
戒
・
伝
経
に
関
わ
る
行
事
に
関
す
る
問
題
設
定
で
あ
る
こ
と
に
注
目

す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
伝
戒
そ
の
も
の
が
触
れ
ら
れ
て
い
な
く
と
も
、
伝
戒
と
不

可
分
の
儀
礼
要
素
に
つ
い
て
の
記
載
が
な
さ
れ
て
お
り
、
唐
初
に
お
け
る
出
家



道
教
の
出
家
伝
戒
儀
に
つ
い
て
の
一
考
察
（
金
明
七
真
、
賈
善
翔
、
周
思
得
を
中
心
に
）

五
三

伝
戒
儀
の
一
端
を
窺
う
手
が
か
り
と
な
る
資
料
と
見
な
し
得
る
の
で
あ
る
。
そ

こ
で
、
以
下
で
は
、『
千
真
科
』
の
一
節
に
つ
い
て
、
道
教
の
出
家
伝
戒
儀
礼

と
共
通
す
る
要
素
の
存
在
す
る
こ
と
を
指
摘
し
、
道
教
の
出
家
伝
戒
儀
が
時
代

的
な
変
遷
の
中
で
一
定
の
構
造
を
保
っ
て
い
た
と
い
う
、
上
で
得
た
観
察
に
対

す
る
ひ
と
つ
の
補
足
的
な
証
拠
を
付
け
加
え
る
こ
と
を
試
み
る
。

　
『
千
真
科
』
第
六
十
七
条
後
半
部
分
に
つ
い
て
、
上
で
見
て
き
た
道
教
出
家

伝
戒
儀
と
共
通
す
る
部
分
は
、
世
俗
を
辞
去
す
る
儀
礼
が
明
確
に
示
さ
れ
る
点

で
あ
る
。

〔
大
洞
法
師
、〕
讃
嘆
既
巳
、
白
新
度
法
師
。
今
日
之
後
、
禮
聖
禮
眞
、

永
離
親
俗
人
。
各
三
禮
、
長
爲
俗
別
。
第
一
禮
國
王
帝
主
、
徳
澤
無
盡
。

第
二
禮
州
縣
官
長
、
度
脱
之
恩
。
第
三
禮
存
沒
父
母
、
得
與
出
家
離
俗
。

（
18
ｂ
）

こ
の
箇
所
で
は
、
儀
礼
執
行
の
中
核
を
担
う
大
洞
法
師
が
、
出
家
志
願
者
を
促

し
て
「
別
俗
」
の
た
め
に
「
国
王
帝
主
」、「
州
県
官
長
」、「
存
没
父
母
」
の
恩

に
謝
し
て
三
礼
さ
せ
る
。
先
に
見
た
三
種
の
出
家
伝
戒
儀
で
は
、
天
子
、
祖
先
、

父
母
へ
の
辞
謝
が
例
外
な
く
設
け
ら
れ
、
二
つ
の
例
で
は
朋
友
へ
の
辞
去
が
行

わ
れ
る
こ
と
を
確
認
し
得
た
。『
千
真
科
』
の
場
合
、
祖
先
へ
の
辞
去
が
言
及

さ
れ
ず
、
代
わ
り
に
州
県
官
長
が
入
っ
て
い
る
の
は
、
他
の
授
戒
儀
に
比
し
て

伝
戒
行
事
へ
の
統
治
者
の
介
入
の
度
合
い
の
高
さ
を
示
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

し
か
し
、
恩
に
謝
す
る
と
い
う
形
式
で
別
俗
の
礼
が
な
さ
れ
て
い
る
点
は
、
ほ

か
の
出
家
伝
戒
儀
と
の
重
要
な
共
通
点
と
し
て
指
摘
で
き
る
。
ま
た
、「
別
俗
」

や
「
新
度
人
」
と
い
う
表
現
に
よ
っ
て
も
、
こ
れ
が
出
家
儀
礼
に
つ
い
て
の
文

章
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

第
二
の
共
通
点
は
、
易
服
の
儀
礼
で
あ
る
。
上
の
三
礼
終
了
直
後
に
行
わ
れ

る
。

三
禮
訖
、
法
師
投
新
度
一
人
衣
冠
曰
、
大
哉
、
聖
化
被
無
窮
、
星
宿
爲
冠
、

日
月
爲
服
、
法
天
行
道
、
勿
替
四
時
、
廣
度
衆
生
、
永
超
三
界
。
法
師
令

大
衆
、
普
皆
唱
善
、
彈
指
三
聲
、
舊
人
唱
善
彈
指
、
齊
各
三
聲
。
訖
、
乃

捴
着
法
衣
。（
18
ｂ
）

こ
こ
で
は
、
大
洞
法
師
が
出
家
志
願
者
に
衣
冠
を
与
え
、
道
に
の
っ
と
る
道
士

の
態
度
を
「
星
宿
爲
冠
、
日
月
爲
服
」
と
し
て
天
地
自
然
を
衣
冠
と
し
て
教
化

に
つ
と
め
る
姿
と
し
て
描
く
文
を
述
べ
る
。
そ
の
後
、
参
列
す
る
新
旧
の
道
衆

た
ち
に
三
度
「
善
」
と
唱
え
て
弾
指
さ
せ
、
最
後
に
法
衣
を
着
せ
る
と
さ
れ
て

い
る
。
三
師
に
よ
る
分
担
や
、
着
せ
る
衣
冠
の
種
類
・
順
序
な
ど
は
説
か
れ
な

い
が
、
上
に
見
た
道
士
の
出
家
伝
戒
儀
礼
の
易
服
と
の
共
通
性
は
明
ら
か
で
あ

る
。

　

た
だ
し
、『
千
真
科
』
に
描
か
れ
る
俗
世
と
出
家
の
関
係
に
は
、
ユ
ニ
ー
ク

な
特
色
も
あ
る
。
第
一
に
、
上
で
見
た
出
家
伝
戒
儀
に
比
し
て
『
千
真
科
』
の

儀
礼
に
は
世
俗
の
統
治
者
が
介
入
す
る
比
重
が
大
き
い
。「
王

與
度
」
や
「
王

の
法
制
」
に
よ
っ
て
出
家
志
願
者
が
度
に
合
す
る
か
否
か
を
検
討
す
る
と
さ
れ

て
い
る
点
に
端
的
に
そ
の
傾
向
が
見
ら
れ
る
。
ま
た
、
州
県
官
長
に
よ
る
介
入

に
つ
い
て
は
再
三
言
及
し
た
。
た
だ
し
、
先
述
の
通
り
、『
科
誡
儀
範
』「
度
人

儀
」
に
お
い
て
も
「
監
度
長
官
」
が
言
及
さ
れ
て
お
り
、
俗
世
の
地
方
官
が
儀

礼
を
監
視
す
る
と
い
う
設
定
は
『
千
真
科
』
だ
け
の
も
の
と
は
い
え
な
い
か
も



五
四

し
れ
な
い
。

　

な
お
、
家
と
出
家
者
の
関
係
に
つ
い
て
は
、『
千
真
科
』
は
上
で
見
た
三
種

の
出
家
授
戒
儀
以
上
に
、
出
家
者
の
立
場
を
よ
り
優
越
的
に
描
く
。
次
に
引
く

の
は
、
伝
度
儀
礼
の
最
後
の
部
分
で
あ
る
。

齋
竟
、
各
謝
法
徒
、
從
老
起
至
下
。
竟
、
列
坐
父
母
兄
弟
、
皆
來
禮
拜
於

兒
女
邉
、
父
母
并
稱
弟
子
。（
19
ａ
）

こ
こ
で
は
、
出
家
志
願
者
が
道
士
た
ち
に
感
謝
の
拝
礼
を
行
う
と
、
今
度
は
列

席
の
父
母
兄
弟
が
出
家
志
願
者
の
近
く
に
や
っ
て
き
て
、
自
分
の
子
女
を
礼
拝

す
る
こ
と
が
言
わ
れ
る
。
そ
の
際
、
父
母
は
自
分
た
ち
の
子
女
の
前
で
自
ら
を

「
弟
子
」
と
称
す
る
と
い
う
。
こ
れ
は
、
上
述
の
三
種
出
家
授
戒
儀
の
中
で
は

見
え
な
い
も
の
で
あ
る
。

　

因
み
に
、
親
が
出
家
し
た
子
に
向
か
っ
て
礼
拝
す
る
と
い
う
形
式
に
つ
い
て

は
、
都
築
氏
が
『
千
真
科
』
と
の
相
関
を
指
摘
す
る
『
行
事
鈔
』
に
類
似
の
記

述
が
見
え
る
。
す
な
わ
ち
、
同
書
巻
下
四
「
沙
弥
別
行
篇
」
第
二
十
八
に
見
え

る
剃
髪
儀
式
の
末
尾
に
、「
禮
大

及
二
師
、
已
在
下
坐
。
受
六
親
拜
賀
。
出

家
離
俗
心
懷
遠
大
、
父
母
等
皆
爲
作
禮
、
悅
其
道
意
」（
大
正
蔵
二
二
冊
、
一

五
〇
頁
ｂ
）
と
あ
る
の
が
そ
れ
で
、
こ
こ
で
は
沙
弥
と
し
て
辞
親
し
易
服
し
た

出
家
志
願
者
が
、
三
帰
依
と
受
十
戒
に
先
立
っ
て
六
親
の
拝
賀
を
受
け
る
こ
と

を
い
う
。
こ
こ
で
も
父
母
が
「
拝
賀
」「
作
礼
」
す
る
こ
と
が
言
わ
れ
て
お
り
、

父
母
か
ら
子
女
へ
敬
意
が
示
さ
れ
る
設
定
が
採
用
さ
れ
て
い
る
。た
だ
し
、『
行

事
鈔
』「
沙
弥
別
行
篇
」
に
見
え
る
沙
弥
授
戒
儀
の
内
容
と
、
小
論
で
検
討
し

た
三
種
の
道
教
の
出
家
伝
戒
儀
礼
と
の
間
に
は
大
き
な
共
通
点
が
あ
り
、
出
家

儀
礼
の
構
造
と
い
う
観
点
か
ら
見
れ
ば
、『
千
真
科
』
と
『
行
事
鈔
』
の
関
係

だ
け
が
特
別
に
緊
密
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
。
な
お
、『
行
事
鈔
』「
沙
弥
別
行

篇
」
と
道
教
出
家
伝
戒
儀
の
共
通
要
素
に
つ
い
て
は
別
稿
で
詳
細
に
論
じ
た
い
）
18
（

。

　

以
上
、『
千
真
科
』
と
三
種
の
道
教
出
家
伝
戒
儀
と
の
類
似
点
・
差
異
点
を

概
観
し
た
。『
千
真
科
』
に
は
伝
戒
儀
そ
れ
自
体
を
扱
っ
た
箇
所
は
な
い
。
し

か
し
、
上
で
見
て
き
た
親
と
帝
王
・
官
人
に
対
す
る
辞
去
と
謝
恩
の
礼
拝
、
易

服
と
い
っ
た
儀
礼
要
素
は
、
三
種
の
出
家
伝
戒
の
中
に
あ
る
も
の
と
ほ
ぼ
同
じ

も
の
と
判
断
し
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
小
論
の
主
要
部
分
で
筆
者
は
、
道
教
の
出

家
伝
戒
儀
礼
は
、「
度
人
儀
」
以
降
、
構
造
的
に
は
概
ね
安
定
し
て
明
代
に
ま

で
至
っ
て
い
る
、
と
い
う
観
察
を
述
べ
た
。『
千
真
科
』
の
記
述
に
関
す
る
分

析
は
、
こ
の
観
察
を
基
本
的
に
裏
書
き
す
る
も
の
で
あ
る
と
見
な
し
得
る
。

七
、
結
論

　

金
明
七
真
『
科
誡
儀
範
』「
度
人
儀
」、
賈
善
翔
『
太
上
出
家
伝
度
儀
』、
周

思
得
『
上
清
霊
宝
済
度
大
成
金
書
』「
披
戴
儀
」
と
い
う
、
儀
礼
次
第
に
お
け

る
首
尾
の
比
較
的
整
っ
た
道
教
出
家
伝
戒
儀
を
概
観
し
、
そ
の
共
通
の
儀
礼
要

素
を
確
認
し
た
。
そ
れ
は
、
最
低
限
、
世
俗
を
辞
去
す
る
儀
礼
、
易
服
の
儀
礼
、

十
戒
の
伝
授
と
い
う
共
通
項
を
有
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。

ま
た
、
唐
初
の
『
千
真
科
』
に
は
、
そ
の
う
ち
世
俗
を
辞
去
す
る
儀
礼
と
易
服

と
が
載
せ
ら
れ
て
お
り
、
道
教
の
出
家
儀
に
お
け
る
重
要
な
要
素
と
見
な
さ
れ

て
い
る
こ
と
を
確
認
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
道
教
の
出
家
伝
戒
儀
は
、
六
朝
期



道
教
の
出
家
伝
戒
儀
に
つ
い
て
の
一
考
察
（
金
明
七
真
、
賈
善
翔
、
周
思
得
を
中
心
に
）

五
五

か
ら
明
代
ま
で
の
資
料
で
確
認
で
き
る
限
り
、
比
較
的
安
定
し
た
共
通
構
造
を

も
ち
続
け
た
こ
と
を
確
認
し
得
た
。
残
さ
れ
た
問
題
と
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
伝

戒
儀
で
伝
授
さ
れ
る
十
戒
が
異
な
る
こ
と
、
ま
た
仏
教
の
沙
弥
授
戒
儀
と
の
関

係
如
何
と
い
う
点
が
あ
る
が
、
も
は
や
紙
数
が
尽
き
た
。
こ
れ
ら
に
つ
い
て
は

別
稿
で
論
じ
た
い
。

注

（
１
）　

森
由
利
亜
「「
初
真
十
戒
」
系
譜
考
│
王
常
月
「
初
真
十
戒
」
前
史
（
Ⅰ
）」『
早
稲

田
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
紀
要
』
第
五
八
輯
、
二
〇
一
三
年
、
二
月
。

（
２
）　

吉
岡
義
豊
「
仏
教
十
戒
思
想
の
中
国
的
受
容
」『
宗
教
研
究
』
一
六
八
、
一
九
六
一

年
ａ
（『
吉
岡
義
豊
著
作
集
』
第
二
巻
、
五
月
書
房
、
一
九
八
九
年
収
録
）、
同
「
敦
煌

本
十
戒
経
に
つ
い
て
」『（
塚
本
博
士
頌
寿
記
念
）
仏
教
史
学
論
集
』
同
記
念
会
、
一
九

六
一
年
ｂ
（
同
上
収
録
）、
楠
山
春
樹
「
道
教
に
お
け
る
十
戒
」『
早
稲
田
大
学
文
学
研

究
科
紀
要
』
第
二
八
輯
、
一
九
八
三
年
、（『
道
家
思
想
と
道
教
』
一
九
九
二
年
収
録
）、

「
清
信
弟
子
考
│
道
士
の
階
級
に
関
す
る
一
試
論
│
」『（
牧
尾
良
海
博
士
頌
寿
記
念
論

集
）
中
国
の
宗
教
・
思
想
と
科
学
』
国
書
刊
行
会
、
一
九
八
四
年
（
同
上
収
録
）
参
照
。

（
３
）　

特
に
、
上
掲
吉
岡
、
一
九
六
一
年
ｂ
、
楠
山
、
一
九
八
四
年
参
照
。
吉
岡
は
『
科
誡

儀
範
』「
度
人
儀
」
の
伝
戒
部
分
と
敦
煌
遺
書
『
十
戒
経
』
が
同
内
容
で
あ
る
こ
と
を

指
摘
し
て
い
る
。

（
４
）　
『
科
戒
営
始
』
巻
一
「
置
観
品
」
17
ｂ
に
依
り
補
う
。

（
５
）　

受
道
院
は
、
さ
ら
に
『
科
戒
営
始
』
巻
一
「
置
観
品
」
四
13
ｂ
の
、
靈
観
す
な
わ
ち

道
観
の
軌
制
を
示
し
、
建
立
す
べ
き
施
設
を
挙
げ
る
箇
所
に
言
及
さ
れ
て
い
る
。
道
観

に
お
い
て
設
け
る
べ
き
施
設
と
し
て
考
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
た
だ
し
、

他
の
『
道
蔵
』
資
料
に
は
見
え
な
い
施
設
名
の
よ
う
で
あ
る
。

（
６
）　

こ
の
直
後
に
「
教
起
金
母
、

自
軒
皇
」
と
あ
る
。
李
豊
楙
氏
に
よ
る
と
、『
漢
武

内
傳
』
に
お
け
る
西
王
母
か
ら
武
帝
へ
の
経
典
伝
授
の
説
話
は
、
さ
ら
に
宋
代
に
お
け

る
所
謂
霊
宝
大
法
の
中
で
、
霊
宝
三
十
六
部
尊
経
が
す
べ
て
元
始
天
尊
の
命
を
受
け
た

西
王
母
に
よ
っ
て
武
帝
に
伝
授
さ
れ
、
は
じ
め
て
人
間
に
伝
わ
っ
た
と
い
う
想
定
へ
と

継
承
・
発
展
し
た
と
い
う
（
李
豊
楙
『
六
朝
隋
唐
仙
道
類
小
説
研
究
』
台
湾
学
生
書
局
、

一
九
八
六
年
、
一
一
三
頁
参
照
）。
す
な
わ
ち
、
王
契
真
『
上
清
霊
宝
大
法
』
に
は
「
後

自
三
皇
之
代
、
金
闕
後
聖
玄
元
老
君
下
化
、〔
中
略
〕
武
帝
時
名
河
上
公
、
説
道
德
篇
章
。

西
王
母
奉
元
始
之
命
、
説
靈
寳
三
十
六
部
尊
經
、
成
世
書
。」（
王
契
真
『
上
清
霊
宝
大

法
』
巻
一
、
４
ｂ
）
と
い
い
、
金
允
中
も
そ
の
『
上
清
霊
宝
大
法
』「
四
、
譯
成
書
品
」

の
中
で
「
第
四
、
漢
元
封
元
年
七
月
十
五
日
、
西
王
母
以
此
經
下
授
漢
武
帝
。
帝
不
曉

大
梵
之
言
、
遂
改
天
書
玉
字
爲
世
書
。
號
第
四
譯
」（
金
允
中
『
上
清
霊
宝
大
法
』
巻
一
、

４
ａ
│
ｂ
）
と
述
べ
る
等
の
例
が
あ
る
。

（
７
）　

家
人
の
葬
儀
に
限
ら
ず
、
他
家
の
葬
礼
に
遇
っ
た
場
合
も
、
自
己
の
祖
先
に
思
い
を

致
す
べ
き
こ
と
を
言
う
も
の
の
よ
う
で
あ
る
。

（
８
）　

金
允
中
『
上
清
霊
宝
大
法
』
巻
四
二
６
ｂ
に
「
玄
師
・
天
師
・
經
籍
度
師
五
師
」
と

し
、
五
師
が
玄
師
・
天
師
・
経
籍
度
師
で
あ
る
こ
と
を
い
う
。「
披
戴
儀
」
に
お
け
る

奉
請
五
師
の
一
段
に
は
「
具
法
位
〈
云
云
〉　

玄
師　

天
師　

經
籍
度
本
派
師
眞
」（
巻

一
九
２
ａ
）
と
あ
り
、
や
は
り
玄
師
・
天
師
・
経
籍
度
師
を
五
師
と
み
て
い
る
こ
と
が

知
ら
れ
る
。
経
籍
度
師
は
得
度
す
る
道
士
の
派
に
お
け
る
師
で
あ
る
の
で
、「
經
籍
度

本
派
師
眞
」
と
し
て
言
及
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。

（
９
）　

最
初
の
道
宝
を
供
養
す
る
祝
香
に
つ
い
て
は
、「
仰
祝
」
の
後
の
二
文
字
が
抬
頭
し

た
上
で
「
○
○
」
と
さ
れ
て
い
る
。
い
ま
、
抬
頭
の
あ
る
こ
と
と
文
脈
か
ら
推
測
し
て
、

「
○
○
」
に
は
皇
帝
や
天
子
を
意
味
す
る
語
が
入
る
も
の
と
推
測
す
る
。
直
前
に
抬
頭

し
て
「
陛
下
」
と
す
る
例
が
あ
る
の
で
（
１
ｂ
）、
あ
る
い
は
「
陛
下
」
の
二
字
が
想

定
さ
れ
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

（
10
）　
「
敷
坐
讃
」
は
『
上
清
霊
宝
済
度
大
成
金
書
』
甲
集
上
41
ａ
に
「
道
場
衆
等
執
簡
當

心
平
坐
如
法
」
と
あ
る
。（『
蔵
外
』
⑯
五
三
頁
参
照
）

（
11
）　

宿
命
頌
は
『
上
清
霊
宝
済
度
大
成
金
書
』
甲
集
上
41
ｂ
に
「
宿
命
有
信
然
」
と
あ
る
。

（『
蔵
外
』
⑯
五
三
頁
参
照
）

（
12
）　
「
一
子
出
家
、
九
族
生
天
」
の
語
は
宋
代
以
降
の
仏
典
に
多
出
し
、
惟
白
（
一
一
〇



五
六

一
年
序
）
集
『
建
中
靖
国
続
灯
録
』
巻
二
「
成
都
府
香
林
澄
遠
禅
師
」
条
に
は
、
澄
遠

禅
師
（
九
〇
八
│
九
八
七
）
が
「
一
子
出
家
、
九
族
解
脱
。
目
連
爲
什
麼
母
入
地
獄
」

と
問
わ
れ
て
「

」
と
答
え
た
と
い
う
問
答
が
載
せ
ら
れ
る
（『
卍
続
蔵
経
』
七
八
冊

六
四
八
ａ
﹇
新
文
豊
出
版
公
司
版
一
三
六
冊
五
二
頁
ａ
﹈）。
ま
た
、『
古
尊
宿
語
録
』

巻
二
十
三
「
汝
州
葉
県
広
教
省
禅
師
語
録
」
に
も
「
問
、
承
聞
一
子
出
家
、
九
族
生
天
。

某
甲
両
人
出
家
、
合
作
甚
道
理
」
と
あ
る
（『
卍
続
蔵
経
』
六
八
冊
一
五
三
ｃ
﹇
新
文

豊
出
版
公
司
版
一
一
八
冊
四
六
〇
頁
ａ
﹈）。
省
禅
師
即
ち
帰
省
は
義
懐
（
九
八
九
│
一

〇
六
〇
）
が
参
謁
し
た
こ
と
の
あ
る
十
一
世
紀
中
葉
に
活
躍
し
た
僧
。
更
に
、
張
商
英

（
無
尽
居
士
、
一
〇
四
三
│
一
一
二
一
）
述
『
護
法
論
』
に
も
「
豈
不
念
古
語
有
云
、

一
子
出
家
、
九
族
生
天
哉
。
豈
不
念

親
棄
俗
、
當
爲
何
事
哉
」（
大
正
蔵
第
五
二
巻

六
三
九
ａ
、
六
三
八
頁
ａ
）
と
し
、「
古
語
」
と
し
て
引
用
さ
れ
る
。

（
13
）　
『
玄
門
十
事
威
儀
』
で
は
威
儀
の
目
を
記
し
た
あ
と
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
内
容
を
細
目

を
立
て
て
詳
説
し
て
お
り
、
そ
れ
ら
の
細
目
の
内
容
を
見
る
と
、
周
思
得
の
挙
げ
る
威

儀
と
の
間
に
接
点
が
見
え
て
く
る
。
例
え
ば
、『
玄
門
十
事
威
儀
』
の
「
坐
起
品
」
第

四
で
は
、
そ
の
細
目
第
四
に
「
凡
對
經
像
長
者
行
處
、
須
整
斂
容
貌
、
不
得
倨
傲
放
誕
、

言
辭
非
法
」
と
あ
り
、
周
思
得
の
「
四
、
安
置
経
籙
尊
像
、
不
得
倨
傲
、
言
笑
不
常
」

と
の
間
で
は
「
不
得
倨
傲
」
が
一
致
し
て
い
る
こ
と
が
指
摘
で
き
る
。
ま
た
、
周
思
得

の
九
条
「
鏡
剣
刀
筆
朱
墨
几
杖
之
外
、
不
得
増
長
俗
縁
」
は
、『
玄
門
十
事
威
儀
』
の

第
十
の
な
か
の
細
目
第
九
、「
第
九
、
凡
師
、
牀
案
・
几
杖
・
衣
服
・
朱
墨
一
事
已
上
、

皆
須
護
持
、
不
得
觸
汚
」（
15
ａ
）
が
混
入
し
た
よ
う
に
見
え
る
。
つ
ま
り
、
周
思
得

の
第
四
条
お
よ
び
第
九
条
の
い
ず
れ
も
、
そ
の
条
目
と
同
じ
数
の
細
目
の
文
字
に
わ

た
っ
て
お
り
、
大
目
と
細
目
を
取
り
違
え
て
い
る
可
能
性
が
疑
わ
れ
る
。
な
お
、『
玄

門
十
事
威
儀
』
は
『
太
上
出
家
伝
度
儀
』
に
も
言
及
が
あ
り
、
宋
代
以
前
に
あ
っ
た
書

で
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

（
14
）　

上
掲
森
、
二
〇
一
三
年
参
照
。

（
15
）　

尹
志
華
『
王
常
月
学
案
』
済
南
：
斉
魯
書
社
、
二
〇
一
一
年
九
月
五
二
頁
参
照
。

（
16
）　

上
掲
森
、
二
〇
一
三
年
参
照
。

（
17
）　

都
築
晶
子
「
道
観
に
お
け
る
戒
律
の
成
立
│
│
『
洞
玄
霊
宝
千
真
科
』
と
『
四
分
律

刪
繁
補
闕
行
事
鈔
』」
麥
谷
邦
夫
編
『
中
国
中
世
社
会
と
宗
教
』
道
気
社
、
二
〇
〇
二

年
所
収
。

（
18
）　

森
由
利
亜
「
道
教
の
出
家
伝
戒
儀
三
種
と
沙
弥
授
戒
儀
│
│
道
宣
『
四
分
律
刪
繁
補

闕
行
事
鈔
』
と
の
対
比
を
通
じ
て
│
│
」『
多
元
文
化
』
第
三
号
、
早
稲
田
大
学
文
化

講
想
学
部
多
元
文
化
論
系
、
二
〇
一
四
年
三
月
刊
行
予
定
参
照
。


